
明
和
の
法
論
を
め
ぐ
る
対
論
書
に
つ
い
て

―
―
『
対
論
筆
記
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
―

安
部

弘
得

は
じ
め
に

明
和
の
法
論
と
は
、
明
和
年
間
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
な
か

で
起
き
た
教
学
論
争
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
は
承
応
の
鬩
牆
・
三

業
惑
乱
と
並
ん
で
、
い
わ
ゆ
る
「
三
大
法
論
」
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
明
和
の
法
論
で
は
、
学
林
側
と
播
磨
真
浄
寺
智
暹
側
が
争

い
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
五
月
十
七
日
と
同
月
二
十
三
日
の

二
度
に
わ
た
っ
て
、
本
山
対
面
所
（
鞘
の
間
）
に
て
直
接
対
論
が

行
わ
れ
た
。
対
論
の
様
子
は
、
学
林
・
智
暹
双
方
に
よ
っ
て
記
録

さ
れ
て
お
り
（
以
下
、
各
々
を
学
林
対
論
書
・
智
暹
対
論
書
と
呼

ぶ
）
、
今
回
紹
介
す
る
本
願
寺
史
料
研
究
所
（
以
下
、
史
料
研
）

保
管
の
『
対
論
筆
記
』
は
学
林
対
論
書
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
、
学
林
対
論
書
は
智
暹
対
論
書
と
比
べ
て
記

載
内
容
が
信
用
し
難
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
明
和

の
法
論
に
関
す
る
研
究
で
は
、
後
者
が
参
照
史
料
と
し
て
採
用
さ

れ
、
前
者
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
評
価
を
再
検
討
し
、
学
林
対

論
書
ひ
い
て
は
『
対
論
筆
記
』
の
重
要
性
を
主
張
し
た
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
学
林
・
智
暹
双
方
が
対
論
に
至
っ
た
経
緯
を

確
認
す
る
。
次
に
、
対
論
書
に
関
す
る
従
来
の
評
価
を
確
認
し
、

そ
の
妥
当
性
の
有
無
を
『
対
論
筆
記
』
を
用
い
て
検
証
し
直
す
。

続
い
て
、
対
論
書
の
異
本
に
関
連
す
る
情
報
を
整
理
し
、
最
後
に

『
対
論
筆
記
』
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。
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一

対
論
ま
で
の
経
緯

（
１
）

明
和
の
法
論
全
体
の
経
緯
を
記
録
し
た
書
物
に
『
明
和
法
論
次

第
』
と
『
対
論
記
』
の
二
書
が
あ
る
。
前
者
は
学
林
対
論
書
の
筆

記
者
の
一
人
で
も
あ
る
仰
誓
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、『
真
宗
全
書
』
第
五
〇
巻
に
翻
刻
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

後
者
は
智
暹
の
門
弟
（
著
者
名
は
不
明
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
写
本
が
ウ
ェ

（
２
）

（
３
）

ブ
サ
イ
ト
「
龍
谷
蔵
」
か
ら
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）

明
和
の
法
論
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
先
の
二
書
と
智
暹
対
論

書
（
『
鞘
之
間
論
議
』
）
を
基
礎
史
料
と
し
て
お
り
、
学
林
対
論

書
を
参
照
し
て
い
な
い
。
こ
こ
が
今
回
の
問
題
点
と
な
る
。
と
い

う
の
も
、
法
論
全
体
の
経
緯
を
記
録
し
た
書
物
を
参
照
す
る
際
は
、

学
林
・
智
暹
双
方
の
史
料
を
採
用
し
、
対
論
書
の
場
合
に
限
っ
て

智
暹
側
の
史
料
し
か
用
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
現
段
階
と
し
て
は
先
行
研
究
に
よ
り
な
が
ら
、
対

論
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
七
月
、
智
暹
は
『
浄
土
真
宗
本
尊
義
』

（
以
下
、
『
本
尊
義
』
）
を
著
し
、
当
時
学
林
の
正
統
の
説
と
さ

れ
て
い
た
第
四
代
能
化
法
霖
の
本
尊
論
を
暗
に
批
判
し
た
。
法
霖

が
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
韋
提
希
所
見
の
住
立
空
中
尊
を

本
尊
と
す
る
の
に
対
し
、
智
暹
は
『
大
無
量
寿
経
』
を
拠
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、
本
尊
は
阿
難
お
よ
び
四
衆
所
見
の
威
徳
巍
々
た
る
も

の
で
須
弥
山
の
よ
う
な
仏
身
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
さ
ら

（
５
）

に
、
法
霖
の
教
学
を
「
一
益
達
解
」
と
批
判
し
た
。

翌
年
一
月
、
学
林
側
の
申
し
立
て
に
よ
っ
て
、
本
山
は
『
本
尊

義
』
の
流
布
を
延
期
す
る
よ
う
命
じ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
智
暹

が
同
書
の
発
売
を
強
行
し
た
の
で
、
本
山
は
同
月
に
流
布
を
禁
止

し
た
。

同
時
期
に
、
学
林
側
か
ら
天
倪
が
『
本
尊
義
疑
書
』
を
著
し
て

智
暹
の
説
を
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
智
暹
は
翌
七
月
に
『
本

尊
義
答
釈
』
を
も
っ
て
反
論
し
た
。
さ
ら
に
、
僧
鎔
が
九
月
に
『
本

尊
義
一
百
問
』
を
著
し
、
天
倪
も
十
月
に
『
本
尊
義
並
答
釈
中
一

百
八
十
難
発
問
』
に
よ
っ
て
重
ね
て
智
暹
に
詰
問
し
た
。
し
か
し
、

智
暹
は
先
の
二
書
に
は
返
答
し
な
か
っ
た
。

明
和
三
年
八
月
に
智
暹
は
門
弟
を
伴
っ
て
上
京
し
、
翌
月
に
播

磨
亀
山
本
徳
寺
の
添
状
と
と
も
に
口
上
書
を
本
山
に
提
出
し
た
。

そ
れ
に
は
、
『
本
尊
義
』
の
流
布
を
認
め
て
ほ
し
い
こ
と
、
ま
た

同
書
を
邪
義
と
非
難
す
る
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
者
と
対
論
を
願
い

た
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
山
は
直
接
に
断

を
下
さ
ず
、
勤
番
の
正
覚
寺
や
本
善
寺
を
通
し
て
度
々
交
渉
を
試

み
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ
た
。

そ
こ
で
同
年
十
一
月
、
本
山
は
智
暹
と
そ
の
門
弟
を
召
し
出
し
、

明
年
の
安
居
に
第
五
代
能
化
義
教
が
上
京
す
る
際
、
学
林
側
と
対

論
す
る
よ
う
申
し
渡
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
智
暹
等
は
ひ
と
ま

ず
帰
郷
し
た
。

明
和
四
年
五
月
、
智
暹
と
そ
の
門
弟
は
上
京
し
て
対
論
を
待
っ

た
。
同
月
十
一
日
、
智
暹
等
は
本
山
に
今
回
の
対
論
は
『
本
尊
義
』

の
破
邪
の
一
章
に
つ
い
て
か
、
そ
の
始
終
に
つ
い
て
か
を
尋
ね
た
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【表１】対論までの経緯
和暦 西暦 月日 事項

明和元 1764 7月3日 智暹、『本尊義』を著す。
明和2 1765 1月27日 本山、『本尊義』流布の延期を命ず。

6月6日 智暹、『本尊義』の発売を強行。
6月29日 本山、『本尊義』の流布を禁ず。
6月 天倪、『本尊義疑書』を著し、智暹の弁明を求む。
7月 智暹、『本尊義答釈』を著し、天倪に答う。
9月 僧鎔、『本尊義一百問』を著す。
10月1日 天倪、『本尊義並答釈中一百八十難発問』を著す。

明和3 1766 6月1日 学林、本山に『本尊義』の糾明を訴う。
9月14日 智暹、『本尊義』の流布を本山に願う。
10月29日 智暹、本善寺に口上書を出し、『本尊義』の一部削除を拒む。

明和4 1767 4月16日・18日 学林、智暹との対論を願う。
5月17日 学林と智暹、本山で対論（第一回）。
5月23日 学林と智暹、本山で対論（第二回）。
5月 浄応・慶観、『鞘之間論議』を編録。
6月13日 学林・智暹双方に裁決。学林黌衆これを不服とし本山へ乱入。
7月16日 義教、対面所で智暹の『本尊義』を批判。
10月 本山、『本尊義』の絶版を命ず。

明和5 1768 5月14日 智暹、没す。
6月6日 義教、没す。

※本願寺史料研究所編『本願寺年表』（浄土真宗本願寺派、1981年、183~186頁）参照

と
こ
ろ
、
十
五
日
に
始
終
に
つ
い
て
対
論
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
日
本
山
は
に
わ
か
に
智
暹
等
を
召
し
出
し
、

今
回
の
対
論
は
前
能
化
法
霖
の
教
学
を
誹
謗
し
た
こ
と
に
限
る
こ

（
６
）

と
、
お
よ
び
義
教
が
不
快
の
た
め
、
名
代
と
し
て
代
講
功
存
を
出

席
さ
せ
る
旨
を
申
し
渡
し
た
。
智
暹
側
は
、
対
論
は
『
本
尊
義
』

全
体
に
わ
た
る
べ
き
こ
と
、
な
ら
び
に
義
教
が
不
快
な
ら
ば
全
快

を
待
っ
て
対
論
し
た
い
こ
と
を
願
い
出
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
本
徳
寺
役
人
を
通
じ
て
、
対
論
に
際
し
て
判
者
を
立
て
る
よ

う
本
山
に
申
し
入
れ
た
が
、
結
局
こ
れ
も
叶
わ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
い
よ
い
よ
明
和
四
年
五
月
十
七
日
に
第
一
回
の
対

論
が
、
本
山
の
鞘
の
間
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

学
林
側
か
ら
は
、
功
存
・
継
成
・
天
倪
・
覚
厳
・
教
流
・
北
天
、

筆
記
者
と
し
て
徳
厳
・
仰
誓
の
八
名
が
出
席
し
た
。
智
暹
側
は
智

暹
を
筆
頭
に
行
界
（
別
名
は
隨
円
）
・
円
識
・
泰
乗
・
浄
応
・
慶

観
の
六
名
が
出
席
し
、
後
の
二
名
が
筆
記
者
と
な
っ
た
。
ま
た
、

法
如
宗
主
・
文
如
嗣
法
・
連
枝
・
坊
官
等
も
臨
席
し
た
。

第
二
回
の
対
論
は
同
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
た
。
学
林
側
の
出

（
７
）

席
者
は
、
前
回
の
八
名
に
加
え
て
、
智
洞
・
慧
舶
が
出
席
し
た
。

ま
た
智
暹
側
に
も
前
回
の
六
名
の
ほ
か
、
智
幢
・
智
統
・
智
謙
が

加
わ
っ
た
。

対
論
終
了
後
、
明
和
五
年
五
月
十
四
日
に
智
暹
は
没
し
、
次
い

で
六
月
六
日
に
義
教
が
没
し
た
。
中
心
人
物
を
失
っ
て
も
法
論
自

体
は
な
お
活
発
に
続
け
ら
れ
た
が
、
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
は
割

愛
す
る
。

以
上
の
経
緯
と
そ
れ
に
関
連
す
る
出
来
事
を
ま
と
め
た
も
の
が
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【
表
１
】
で
あ
る
。

二

学
林
対
論
書
と
智
暹
対
論
書

先
述
し
た
よ
う
に
、
対
論
書
に
は
学
林
側
と
智
暹
側
の
二
系
統

が
存
在
す
る
。
両
対
論
書
も
「
論
者
云
…
…
」
「
智
暹
云
…
…
」

と
い
っ
た
よ
う
な
対
話
形
式
で
書
か
れ
て
お
り
、
対
論
の
場
で
誰

が
ど
の
よ
う
な
発
言
・
挙
動
を
し
た
の
か
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

学
林
対
論
書
は
﨟
満
の
徳
厳
・
仰
誓
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
。

仰
誓
は
「
仰
誓
聞
書
最
第
一
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
優
れ
た
筆
記

（
８
）

者
で
あ
っ
た
。
一
方
、
徳
厳
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、『
明

（
９
）

和
法
論
次
第
』
に
よ
れ
ば
「
山
城
国
愛
宕
郡
京
御
寺
内
西
教
寺
」

所
属
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
学
林
対
論
書
に
は
複
数

の
異
本
（
も
し
く
は
写
本
）
が
存
在
す
る
た
め
、
当
時
同
書
は
あ

る
程
度
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は

未
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
。

10

一
方
、
智
暹
対
論
書
は
『
真
宗
全
書
』
第
五
〇
巻
に
翻
刻
収
録

（

）

さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
『
鞘
之
間
論
議
』
（
別
名
『
鬩
牆
記
』
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
同
書
は
智
暹
の
門
弟
で
あ
る
浄
応
・
慶
観
に

よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
。
浄
応
は
播
磨
常
泉
寺
、
慶
観
は
安
芸
明
善

寺
所
属
の
人
物
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
学
林
対
論

書
は
「
牽
強
付
会
の
記
事
が
多
く
て
、
信
用
し
難
い
点
が
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
『
鞘
之
間
論
議
』
は
「
比

（

）
11

較
的
に
正
確
と
思
は
れ
る
節
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
評
価
の
所
以
は
、
『
真
宗
全
書
』
第
五
〇
巻
に
記
載
さ
れ

て
い
る
『
鞘
之
間
論
議
』
の
解
題
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
は
本
と
播
南
真
浄
寺
に
蔵
す
る
『
対
論
記
』
中
よ
り
写

し
取
り
し
も
の
に
て
、
当
時
の
論
議
を
最
も
正
確
に
筆
記
せ

る
も
の
な
り
。
世
に
写
伝
せ
る
『
鞘
之
間
論
議
』
は
、
附
会

の
記
事
多
く
、
且
つ
学
林
の
徒
の
手
に
成
り
て
、
遂
に
智
暹

を
し
て
「
存
覚
師
の
安
心
も
不
正
な
り
」
と
の
語
を
吐
か
し

む
る
に
至
る
。
其
附
会
笑
ふ
べ
し
。
今
最
も
公
平
な
る
桂
厳

12

師
の
自
筆
記
録
に
照
す
に
、
是
の
播
南
の
記
録
甚
正
し
。
仍

（

）

て
茲
に
編
入
す
。

こ
こ
で
は
、
『
鞘
之
間
論
議
』
を
正
確
と
判
断
で
き
る
根
拠
が

二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
学
林
対
論
書
（
「
世
に
写

伝
せ
る
『
鞘
之
間
論
議
』
」
）
に
は
「
附
会
の
記
事
」
が
多
い
こ

と
、
二
つ
目
は
「
桂
厳
師
の
自
筆
記
録
」
と
の
対
照
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
根
拠
に
は
そ
れ
ぞ
れ
問
題
点

が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
学
林
対
論
書
に
「
附
会
の
記

事
」
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
『
鞘
之
間
論
議
』
を
全
面
的
に
信

用
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
学
林
対
論
書
だ
け

で
な
く
、
『
鞘
之
間
論
議
』
に
も
記
事
が
操
作
さ
れ
た
可
能
性
が

窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
対
論
筆
記
』
に
は
次
の
よ
う

な
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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彼
土
ニ
テ
正
定
聚
カ
即
滅
度
ナ
リ
ト
云
コ
ト
ハ
其
許
ノ
著
述

セ
ラ
レ
タ
書
ニ
モ
見
ヘ
ル
、
即
流
情
記
中
十
四

左

云
、
若
依
二

経

文
一

、
従
容
ト
シ
テ

摂
二

多
機
一

、
別
亦
為
二

彼
土
益
一

、
若
約
二

ハ

真
土
一

則
、
得
レ

始
即
得
レ

終
、
円
具
頓
証
ス

、
若
約
二

化
土
一

則
、
始
益
・
終
益
宛
然
ト
シ
テ

隔
別
ス
文

、
先
師
ノ
意
流
情
記
ト

同
シ
コ
ト
ナ
リ

（
本
翻
刻
史
料
、
一
二
頁
）

こ
こ
で
は
、
学
林
側
が
智
暹
の
著
し
た
『
流
情
記
』
（
『
入
出

二
門
偈
頌
流
情
記
』
）
を
引
用
し
て
、
先
師
（
法
霖
）
の
説
と
『
流

情
記
』
の
説
が
同
じ
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
相
手
側
の

著
述
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
説
が
正
し
い
と
論
破
を
試
み

て
い
る
。
一
方
で
、
『
鞘
之
間
論
議
』
の
当
該
箇
所
に
は
先
の
発

言
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
智
暹
側
の
筆
記
者
が
自

分
た
ち
に
不
利
に
は
た
ら
く
発
言
を
省
略
し
た
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
り
、
一
概
に
『
鞘
之
間
論
議
』

が
正
確
と
は
言
え
な
い
。

勿
論
、
先
の
発
言
は
学
林
側
の
手
に
よ
る
、
そ
れ
こ
そ
「
附
会

の
記
事
」
に
類
す
る
も
の
と
も
推
察
し
得
る
。
し
か
し
『
対
論
筆

記
』
に
は
、
「
附
会
」
と
は
考
え
に
く
い
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ

ル
ニ

た
挙
動
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
論
者
ノ
言
バ
未
レ

畢

智
暹
申
テ
云
…
…
」
（
本
翻
刻
史
料
、
二
〇
頁
）
と
か
「
随
円
マ

タ
激
ス
ル
色
ニ
テ
声
ヲ
発
シ
テ
云
…
…
」
（
本
翻
刻
史
料
、
二
一

頁
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
際
そ
の
場
で
目
撃
し
な
け
れ
ば
記
述

で
き
な
い
よ
う
な
生
の
描
写
が
看
取
さ
れ
る
。
一
方
で
、
『
鞘
之

な
ま

間
論
議
』
に
は
そ
う
い
っ
た
記
載
は
な
い
。
仮
に
学
林
対
論
書
（
『
対

論
筆
記
』
）
に
多
少
の
誇
張
表
現
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
場
の

状
況
を
詳
細
に
表
わ
し
て
い
る
と
い
っ
た
点
で
、
同
書
は
重
要
な

史
料
と
言
え
る
。

次
に
「
桂
厳
師
の
自
筆
記
録
」
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
が
何

13

を
指
し
て
い
る
の
か
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
『
折
衝
篇
通

（

）

釈
』
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
は
法
霖
著
述
の
『
浄
土
折

衝
篇
』
を
註
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
対
論
の
内
容
に
も
言
及
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
言
及
は
学
林
・
智
暹
両
対
論
書
に
共
通
し

14

た
事
柄
で
あ
っ
て
、
特
別
に
『
鞘
之
間
論
議
』
が
正
確
と
断
定
で

（

）

き
る
根
拠
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
鞘
之
間
論
議
』
を
正
確
と
す
る
根
拠
は
必

ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
適
切
な
検
証
作
業
が
な
さ
れ
た
と
は
言

い
難
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
学
林
対
論
書
と
『
鞘

之
間
論
議
』
を
対
照
し
て
、
文
言
の
異
同
を
比
較
検
討
す
る
作
業

が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
今
回
紹
介
す
る
『
対
論
筆
記
』
が
注
目
さ
れ
て
く
る
。

後
に
詳
述
す
る
が
、
学
林
対
論
書
の
異
本
に
は
第
一
回
の
対
論
記

録
が
な
か
っ
た
り
、
誤
字
・
脱
字
が
あ
っ
た
り
、
文
字
が
荒
い
と

い
っ
た
難
点
が
あ
る
。
一
方
、
『
対
論
筆
記
』
の
場
合
は
第
一
・

二
回
の
対
論
記
録
が
揃
っ
て
お
り
、
比
較
的
に
誤
字
・
脱
字
も
少

な
く
、
文
字
も
読
み
や
す
い
。
つ
ま
り
、
異
本
と
比
較
し
て
体
裁

が
整
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
理
由
か
ら
、
同
書
は
『
鞘
之
間
論

議
』
と
対
照
す
る
の
に
最
適
な
史
料
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
『
対
論
筆
記
』
と
『
鞘
之
間
論
議
』
と
の
具
体
的
な

対
照
作
業
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
制
限
上
別
稿
に
改
め
た
い
。
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三

対
論
書
の
整
理

学
林
・
智
暹
対
論
書
は
そ
れ
ぞ
れ
異
本
（
も
し
く
は
写
本
）
が

存
在
し
て
い
る
。
学
林
対
論
書
の
場
合
は
複
数
あ
っ
て
、
管
見
の

限
り
、
史
料
研
に
二
点
、
龍
谷
大
学
（
以
下
、
龍
大
）
に
二
点
、

京
都
大
学
（
以
下
、
京
大
）
に
二
点
の
計
六
点
が
確
認
で
き
る
。

智
暹
対
論
書
の
写
本
は
京
大
に
一
点
存
す
る
。

以
下
で
は
、
学
林
・
智
暹
の
順
で
概
要
を
説
明
し
、
後
に
ま
と

め
て
一
覧
表
を
提
示
す
る
。
な
お
、
京
大
に
所
蔵
に
さ
れ
て
い
る

二
点
の
学
林
対
論
書
は
、
『
鞘
之
間
論
義
篇
』
『
鞘
之
間
論
議
篇
』

、

、

と
書
名
が
近
似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
前
者
を
京
大
本
Ａ
と
し
、

後
者
を
京
大
本
Ｂ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
研
保
管
の
『
対
論
筆
記
』
か

ら
説
明
し
て
い
き
た
い
。
筆
記
者
は
徳
厳
・
仰
誓
と
記
さ
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
書
写
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
表
紙
に
は

「
五
月
十
四
日

対
論
筆
記

全
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

対
論
の
終
了
し
た
後
年
に
何
者
か
が
書
写
（
あ
る
い
は
清
書
か
）

を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
対
論
は
明
和
四

年
（
一
七
六
七
）
五
月
十
七
日
と
同
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
異
本
の
な
か
で
は
第
一
回
の
対
論
記
録
が
な

い
も
の
も
あ
る
が
、
『
対
論
筆
記
』
に
は
第
一
・
二
回
の
記
録
が

揃
っ
て
い
る
。

次
に
史
料
研
保
管
の
『
破
邪
訣
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
他
の
対

論
書
が
「
対
論
筆
記
」
や
「
鞘
之
間
論
議
」
と
呼
ば
れ
る
な
か
で
、

『
破
邪
訣
』
と
題
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
。
筆
記
者
は
徳
厳
・
仰
誓

で
、
書
写
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
所
々
に
朱
筆
で
メ
モ
あ
る
い

は
コ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
研
究
の
形

跡
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
同
書
に
は
第
一
回
対
論

が
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
二
回
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
龍
大
図
書
館
所
蔵
の
『
御
対
面
所
対
論
』
に
つ
い
て

で
あ
る
。
同
書
は
、
龍
大
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
は
「
御

対
面
所
対
論
」
の
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
実
物
の
表
紙
に
は

「
対
論
筆
記
」
と
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
筆
記
者
は

徳
厳
・
仰
誓
で
あ
る
が
、
末
尾
の
文
言
か
ら
、
仰
誓
直
筆
を
「
巨

洞
」
が
書
写
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
明
和
四
年
九
月
九
日
に
「
円
察
」

が
書
写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
同
書
は
保
存
状
態
も
良
く

体
裁
も
整
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
破
邪
訣
』
と
同
様
に
第
二
回

対
論
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

龍
大
図
書
館
に
は
『
本
尊
義
対
論
筆
記
』
と
い
う
対
論
書
も
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
筆
記
者
は
徳
厳
・
仰
誓
で
あ
る
が
、
同
書
の
中

15

表
紙
に
は
「
仰
誓
和
上
本
尊
義
対
論
筆
記
」
と
書
か
れ
た
付
箋
が

（

）

貼
ら
れ
て
い
る
。
前
段
の
『
御
対
面
所
対
論
』
に
も
言
え
る
こ
と

だ
が
、
徳
厳
で
は
な
く
仰
誓
の
名
が
前
面
に
出
て
く
る
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
学
林
対
論
書
の
製
作
過
程
の
究
明
も
含
め
て
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
同
書
に
は
二
回
の
対
論
記
録
が
揃
っ
て
い
る
が
、

全
体
的
に
文
字
が
荒
く
、
読
み
づ
ら
い
印
象
で
あ
る
。
ま
た
、
書

写
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

16

次
に
、
京
大
附
属
図
書
館
所
蔵
の
京
大
本
Ａ
に
つ
い
て
説
明
し

（

）

た
い
。
同
書
は
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」



【表２】各所に点在する対論書の整理
書名 所蔵・ 学林側 筆記者 書写者 第一回記録

保管場所 ／智暹側 の有無

『対論筆記』 史料研 学林側 徳厳・仰誓 不明 有

『破邪訣』 史料研 学林側 徳厳・仰誓 不明 無

『御対面所対論』 龍大 学林側 徳厳・仰誓 円察 無

（『対論筆記』）

『本尊義対論筆記』 龍大 学林側 徳厳・仰誓（中表紙の題 不明 有

（『仰誓和上本尊義対論筆記』） 名には仰誓の名がある）

京大本Ａ 京大 学林側 徳厳・仰誓（ウェブサイ 不明 有

（『鞘之間論義篇』） ト上では浄応）

京大本Ｂ 京大 学林側 桂厳・仰誓（桂厳は徳厳 星渓恵暢か 有

（『鞘之間論議篇』） の誤写か）

『鞘之間論議』 京大 智暹側 浄応・慶観 濱田公美 有

（
以
下
、
「
京
大
ア
ー
カ
イ
ブ
」
）
に
て
画
像
デ
ー
タ
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。
筆
記
者
は
徳
厳
・
仰
誓
で
あ
り
、
書
写
者
は
不
明
で

あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
は
、
著
者
が
智
暹
側
の
筆
記
者
で
あ

る
浄
応
と
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
学
林
対
論
書
に
近
似
し

17

て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
徳
厳
・
仰
誓
の
誤
り
で
は
な
い
か

（

）

と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
は
二
回
の
対
論
記
録
が
揃
っ
て
い
る
が
、

第
一
回
記
録
で
は
朱
筆
の
訂
正
が
多
く
、
第
二
回
記
録
で
は
脱
字

が
散
見
さ
れ
る
。

京
大
本
Ｂ
も
ま
た
「
京
大
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

同
書
が
他
の
学
林
対
論
書
と
異
な
る
点
は
筆
記
者
に
あ
る
。
他
が

徳
厳
・
仰
誓
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
書
に
は
「
摂
津
桂
厳
・
石

州
仰
誓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
桂
厳
」
は
「
徳
厳
」
の
誤
写
と

思
わ
れ
る
が
、
徳
厳
は
山
城
国
の
人
物
で
あ
り
、
桂
厳
（
諱
は
教

遵
）
は
実
際
に
摂
津
国
の
人
物
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
回
は
深
入
り
し
な
い
。
ま
た
、

末
尾
の
文
言
か
ら
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
初
秋
に
「
行
成
」

が
書
写
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
最
後
に
「
星
渓
恵

暢
」
と
い
っ
た
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
人
物
が
最
終

的
に
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
に
は
二
回
の
対
論
記
録
が

揃
っ
て
い
る
も
の
の
、
虫
食
い
が
激
し
く
、
誤
字
・
脱
字
も
多
い
。

18

異
本
と
校
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
明
な
字
も
明
ら
か
と
な
る
で

（

）

あ
ろ
う
。

最
後
に
、
京
大
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
鞘
之
間
論
議
』
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
も
ま
た
「
京
大
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
て

公
開
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
明
和
の
法
論
に
関
連
す
る
他
の
複

（7）2023年 3 月 30日 本願寺史料研究所報 (第 64号 )
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数
の
書
物
と
合
綴
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
は
「
浄
土

真
宗
本
尊
義
」
の
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
至
る
所
に

朱
筆
の
訂
正
や
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
編
集
跡
が
『
真
宗

全
書
』
第
五
〇
巻
収
録
の
『
鞘
之
間
論
議
』
と
完
全
に
一
致
す
る

こ
と
か
ら
、
『
真
宗
全
書
』
収
録
の
も
の
は
同
書
を
元
に
翻
刻
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
記
者
は
浄
応
・
慶
観
で
あ
り
、
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
に
「
濱
田
公
美
」
が
書
写
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
四
頁
に
引
用
し
た
解
題
に
よ
れ
ば
、
『
鞘
之
間
論
議
』
の
原

本
は
兵
庫
県
高
砂
市
真
浄
寺
所
蔵
の
『
対
論
記
』
に
附
属
さ
れ
て

い
る
。

以
上
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
【
表
２
】
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
『
対
論
筆
記
』
を
用
い
て
、
明
和
の
法
論
に
関
す

る
研
究
に
お
け
る
学
林
対
論
書
の
重
要
性
を
主
張
し
た
。

ま
ず
、
『
対
論
筆
記
』
に
あ
っ
て
『
鞘
之
間
論
議
』
に
は
な
い

記
事
に
注
目
し
、
智
暹
側
の
筆
記
者
が
そ
れ
を
省
略
し
た
可
能
性

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
『
鞘
之
間
論
議
』
よ
り
も
『
対

論
筆
記
』
の
ほ
う
が
、
対
論
者
（
智
暹
側
）
の
挙
動
や
現
場
の
状

況
を
、
よ
り
鮮
明
に
描
写
し
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。
次
に
、「
桂

厳
師
の
自
筆
記
録
」（
『
折
衝
篇
通
釈
』
と
考
え
ら
れ
る
）
は
、『
鞘

之
間
論
議
』
の
正
確
さ
を
保
証
す
る
書
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
学
林
対
論
書
に
比
べ
て
『
鞘
之
間
論
議
』
の

ほ
う
が
正
確
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
根
拠
は
十
分
で
は
な
く
再

検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
後
、
明
和
の
法
論
に
関
す
る
研
究
は
、
『
鞘
之
間
論
議
』
だ

け
で
な
く
、学
林
対
論
書
も
参
照
し
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
際
に
、
異
本
の
な
か
で
最
も
体
裁
が
整
っ
て
い
る
『
対
論
筆

記
』
の
活
用
は
必
須
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
学
林
対
論
書
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
有
無
や
各
異
本
の

対
照
な
ど
、
解
明
す
べ
き
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

含
め
た
網
羅
的
な
研
究
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
あ
ら
か
じ
め
注
意
し
て
お
き
た
い
点
は
、
明
和
の
法
論
の
経
緯
全
体

、
、
、
、

を
記
録
し
た
書
物
と
、
対
論
書
と
の
区
別
で
あ
る
。
前
者
に
は
『
明

、
、

和
法
論
次
第
』
と
『
対
論
記
』
が
あ
り
、
後
者
に
は
今
回
紹
介
す
る

『
対
論
筆
記
』
や
後
述
す
る
諸
史
料
が
含
ま
れ
る
。『
対
論
記
』
と
『
対

論
筆
記
』
の
書
名
が
似
て
い
る
た
め
両
者
は
混
同
さ
れ
や
す
い
が
、

本
稿
の
考
察
対
象
は
後
者
（
対
論
書
）
で
あ
る
。

（
２
）「
龍
谷
大
学
図
書
館

貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
：
龍
谷
蔵
」（
二

〇
二
三
年
三
月
九
日
閲
覧
、h

ttp
s:/

/
d
a.lib

rary.ryu
k
o
ku

.ac.jp

/

）
。

（
３
）
龍
谷
大
学
所
蔵
の
『
対
論
記
』
は
智
暹
対
論
書
の
『
鞘
之
間
論
議
』

附
の
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。

（
４
）
代
表
的
な
も
の
に
、
前
田
慧
雲
『
本
願
寺
派
学
事
史
』（
文
明
堂
、

一
九
〇
一
年
）
、
梅
原
真
隆
「
明
和
（
の
）
法
論
（
一
）
～
（
四
）
」（
『
六

条
学
報
』
一
九
四
～
一
九
七
、
一
九
一
七
～
一
九
一
八
年
）、
松
陰
了

諦
「
明
和
法
論
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
龍
谷
大
学
論
叢
』
二
四
六
、

一
九
二
二
年
）
、『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』（
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九

三
九
年
）
、『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』
通
史
編
上
巻
（
龍
谷
大
学
、

二
〇
〇
〇
年
）
、
木
村
世
雄
「
「
明
和
法
論
」
俯
瞰
記
」（
『
真
宗
研
究
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会
紀
要
』
三
二
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
増
補
改

訂

本
願
寺
史
』
二
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
が
、
学
林
対
論
書
で
は
な
く
智
暹
対
論
書
を
参
照

す
る
理
由
の
一
つ
に
、
明
和
の
法
論
の
後
に
起
こ
り
、
本
願
寺
派
最

大
の
教
学
論
争
と
な
っ
た
三
業
惑
乱
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
業

惑
乱
で
は
、
明
和
の
法
論
と
同
様
に
在
野
（
地
方
）
対
学
林
と
い
っ

た
構
図
が
形
成
さ
れ
、
在
野
の
勝
利
と
し
て
決
着
し
た
。
そ
の
結
果
、

従
来
学
林
に
集
中
し
て
い
た
宗
学
の
権
威
が
地
方
に
分
散
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
学
林
で
は
な
く
在
野
の
史
料
が
選
ば
れ
る
の
は
、
こ
う

い
っ
た
歴
史
的
背
景
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
明
和
の
法
論
は
、
本
尊
論
に
つ
い
て
の
論
争
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
直
接
対
論
に
至
る
と
論
点
が
「
一
益
達
解
」
の
問
題
に
す
り
替

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。「
一
益
達
解
」
と
は
、
「
一
益
法
門
」
と
も
言
わ

れ
、
信
の
一
念
に
正
定
聚
の
位
に
つ
く
の
と
同
時
に
滅
度
の
果
を
得

る
と
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
に
お
け
る
利
益
は
、
現
生

に
お
い
て
正
定
聚
の
位
に
つ
く
益
と
当
来
に
お
け
る
滅
度
の
益
と
の

二
益
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
一
益
達
解
」
の
場
合
は
、
そ
の
二
益
を
一

益
と
領
解
す
る
点
に
問
題
が
あ
る
。

（
６
）
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
二
月
十
一
日
、
功
存
は
越
前
浄
願
寺
龍

養
が
唱
導
し
て
い
た
無
帰
命
安
心
の
異
義
を
破
す
る
た
め
に
法
談
を

行
っ
た
。
こ
の
法
談
で
は
願
生
帰
命
・
三
業
安
心
が
主
張
さ
れ
、
そ

の
内
容
を
筆
記
し
た
『
願
生
帰
命
弁
』
は
、
後
に
三
業
惑
乱
へ
と
発

展
す
る
引
き
金
と
な
っ
た
。
ま
た
、
功
存
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

四
月
十
六
日
に
第
六
代
能
化
に
就
任
し
た
。

（
７
）
功
存
没
後
の
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
五
月
、
智
洞
は
第
七
代
能
化

に
就
任
し
た
。
三
業
惑
乱
に
お
い
て
智
洞
は
学
林
側
の
中
心
人
物
と

な
り
、
願
生
帰
命
・
三
業
安
心
を
強
調
し
た
。

（
８
）
井
上
哲
雄
編
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
九

年
）
、
九
九
頁
参
照
。
仰
誓
は
石
見
国
邑
智
郡
一
（
市
）
木
村
浄
泉
寺

の
住
職
で
あ
っ
た
。

（
９
）
『
真
宗
全
書
』
五
〇
（
蔵
経
書
院
、
一
九
一
五
年
）
、
二
四
一
頁
。

（

）
『
鬩
牆
記
』
と
い
う
書
名
が
今
日
一
般
的
で
な
い
理
由
に
つ
い
て
、

10

木
村
世
雄
は
「
西
吟
と
月
感
に
よ
る
法
論
「
承
応
鬩
牆
」
と
混
同
す

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
」（
同
氏
前
掲
論
文
、
八
一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

（

）
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
、
二
一
二
頁
参
照
。
ま
た
、
『
龍
谷
大
学
三

11

百
五
十
年
史
』
通
史
編
上
巻
、
一
一
五
頁
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
。

（

）
『
真
宗
全
書
』
五
〇
、
八
～
九
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下

12

同
様
。

（

）
梅
原
真
隆
「
明
和
法
論
（
四
）
」（
『
六
条
学
報
』
一
九
七
、
一
九
一

13

八
年
、
一
四
頁
）
に
は
、『
折
衝
篇
通
釈
』
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ

れ
て
い
る
。

（

）
『
折
衝
篇
通
釈
』
は
『
浄
土
折
衝
篇
』
所
説
の
「
合
二

正
定
及
滅
度
一

14

為
二

一
益
一

」
の
文
を
公
平
な
立
場
か
ら
解
釈
し
直
し
て
い
る
。
桂
厳

の
主
張
に
よ
れ
ば
、
法
霖
は
敢
え
て
対
外
的
立
場
か
ら
、
「
正
定
」
を

現
益
で
は
な
く
当
益
で
語
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
難
者

（
智
暹
側
）
も
論
者
（
学
林
側
）
も
「
正
定
」
を
現
益
と
し
て
議
論

し
て
い
る
と
対
論
の
内
容
を
批
判
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、『
真
宗
全

書
』
第
五
〇
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
『
本
尊
義
対
論
筆
記
』
に
は
厚
紙
の
表
紙
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ

15

の
表
紙
に
は
「
本
尊
義
対
論
筆
記
」
と
記
さ
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
外
表
紙
に
は
「
仰
誓
和
上
」
の
記
載
が
な
い
。

（

）
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
（
二
〇
二
三
年
三
月

16

九
日
閲
覧
、h

t
t
p
s
:
/
/
r
m
d
a
.
k
u
l
i
b
.
k
y
o
t
o
-
u
.
a
c
.
j
p

）。

（

）
た
だ
し
、
学
林
対
論
書
を
後
に
浄
応
が
書
写
し
た
と
い
う
可
能
性
も

17

捨
て
切
れ
な
い
。

（

）
京
大
本
Ｂ
に
は
『
本
尊
義
破
邪
顕
正
』
と
内
容
の
似
た
書
物
が
合
綴

18

さ
れ
て
い
る
。

（
あ
べ

ひ
ろ
の
り

本
願
寺
史
料
研
究
所
臨
時
勤
務
員

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
研
究
生
）
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『
対
論
筆
記
』
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
）

【
凡
例
】

・
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
の
『
対
論
筆
記
』
に
つ
い
て
、
書
誌

情
報
と
翻
刻
文
を
掲
載
し
た
。

・
旧
字
体
な
ど
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

・
紙
面
の
都
合
上
、
改
行
は
せ
ず
送
り
込
ん
だ
。

・
適
宜
、
読
点
及
び
中
黒
点
を
加
え
た
。

・
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
宜
傍
注
を
示
し
た
。

・
対
論
の
第
一
回
・
第
二
回
を
明
確
に
す
る
た
め
、
第
二
回
開
始

の
箇
所
に
当
該
部
分
の
画
像
を
挿
入
し
た
。

【
書
誌
情
報
】

・
装
丁
：
一
冊
、
竪
帳
、
袋
綴
、
縦
二
四
・
〇
セ
ン
チ
、
横
一
六

・
四
セ
ン
チ
、
表
紙
・
裏
表
紙
は
淡
茶
色
の
ハ
ケ
目
文

様
の
あ
る
厚
手
の
も
の
を
後
補
と
す
る
。

・
丁
数
：
四
九
紙

・
形
態
：
書
写

・
備
考
：
第
一
丁
表
右
下
に
写
字
台
文
庫
の
朱
印
（
小
判
型
）
あ

り
。
論
者
の
冒
頭
に
朱
筆
の
合
点
あ
り
。
第
一
回
対
論

と
第
二
回
対
論
は
別
仮
綴
じ
で
あ
る
が
、
後
に
合
綴
さ

れ
る
。
ま
ま
誤
字
の
訂
正
が
な
さ
れ
る
。

【
翻
刻
】

（
表
紙
）

「
五
月
十
四
日

対
論
筆
記

全
」

明
和
四
丁
亥
五
月
十
七
日
対
論
筆
記

一
下
間
大
進
殿
被
仰
渡
、
真
浄
寺
先
達
而

申
通
、
今
日
対
論
被
仰

付
候
間
、
高
声
ニ
無
之
様
神
妙
ニ
被
致
論
義
可
然
候

一
論
者
云
、
唯
今
被
仰
出
候
通
、
今
日
ハ
其
元
著
述
ノ
本
尊
儀
ノ

コ
ト
ハ
御
能
職
応
対
可
有
之
コ
ト
ニ
候
、
然
ル
ニ
本
尊
儀
ノ
中

（
マ
マ
）

一
益
達
解
等
ト
種
々
ニ
点
斥
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
、
其
許
ノ
本
心
ハ

学
林
先
職
演
暢
院
法
霖
ヲ
イ
ミ
ソ
シ
ル
趣
ハ
、
或
ハ
筆
ニ
顕
シ

口
ニ
伝
ヘ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
天
下
ニ
カ
ク
レ
ナ
シ
、
依
之
処
々
ヨ
リ

学
林
ヘ
被
訴
衆
中
多
シ
、
ソ
レ
ユ
ヘ
今
日
如
此
ノ
対
論
ニ
及
フ

コ
ト
ニ
候
、
誠
学
仏
ノ
徒
ハ
為
法
ノ
志
ヲ
モ
テ
互
ニ
相
助
ケ
、

仏
法
興
隆
致
ス
ヘ
キ
コ
ト
僧
分
ノ
職
也
、
然
ル
ニ
其
許
謙
譲
ノ

コ
ヽ
ロ
モ
ナ
ク
無
根
謗
ヲ
ナ
シ
、
法
霖
ハ
一
益
法
門
達
解
安
心

ナ
ト
ヽ
悪
名
流
布
ス
ル
コ
ト
ア
ル
マ
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
学
職
ハ

一
宗
ノ
法
ヲ
タ
ヽ
ス
人
、
コ
ト
ニ
法
霖
ハ
数
代
ノ
法
王
ノ
命
ヲ

奉
シ
テ
学
林
ノ
能
化
職
ト
シ
テ
、
破
邪
顕
正
ノ
功
幾
万
人
其
恩

沢
ヲ
蒙
ラ
ヌ
ハ
ナ
シ
、
実
ニ
為
法
ノ
志
ア
ラ
ハ
不
審
ナ
ル
処
ハ

尋
問
テ
其
疑
ヲ
決
シ
、
一
宗
ノ
法
門
ヲ
一
様
ニ
弘
通
ア
リ
タ
キ

コ
ト
ナ
リ
、
其
方
ノ
如
ク
文
ヲ
枉
ケ
義
ヲ
マ
ケ
テ
先
師
ヲ
一
益

達
解
ト
難
セ
ハ
、
当
流
ノ
規
矩
ハ
何
ニ
ヨ
リ
テ
立
ヘ
キ
ヤ
、
先

輩
ノ
説
ハ
長
ス
ル
ヲ
挙
テ
人
ノ
徳
ヲ
ヲ
ホ
フ
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
シ

キ
コ
ト
ナ
ル
ニ
、
先
師
学
職
ヲ
非
義
邪
法
ト
云
テ
当
流
ノ
法
門
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ノ
源
ヲ
破
ル
ユ
ヘ
ニ
、
不
得
止
今
日
糾
明
ス
ル
処
ナ
リ
、
其
疑

ハ
シ
キ
ハ
日
ヲ
重
ネ
年
ヲ
経
テ
モ
一
々
弁
論
セ
ネ
ハ
弘
通
ノ
妨

ケ
ナ
レ
ハ
、
互
ニ
仏
祖
・
知
識
ヲ
頭
ニ
頂
キ
俗
情
ヲ
止
テ
、
公

ニ
一
味
和
合
シ
テ
御
宗
門
ノ
一
分
ヲ
モ
護
持
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
レ

ハ
、
カ
ネ
テ
疑
謗
ノ
趣
一
々
具
ニ
尋
申
サ
ル
ヘ
ク
候
、
諍
論
ト

云
テ
勝
負
ヲ
競
フ
ト
云
コ
ト
ニ
テ
ハ
無
之
間
公
ニ
糺
明
可
致
コ

ト
ニ
候

一
智
暹
云
、
御
尤
ノ
御
意
ニ
候
、
私
共
ナ
ニ
シ
ニ
先
師
ヲ
邪
義
ト

申
ス
ヘ
キ
義
無
之
候
、
シ
カ
レ
ト
モ
文
ニ
臨
テ
ハ
及
ハ
ス
ナ
カ

ラ
祖
師
ノ
御
己
証
ニ
叶
ハ
ヌ
処
ア
レ
ハ
、
時
ニ
臨
ン
テ
ハ
評
破

ヲ
加
ヘ
タ
ル
コ
ト
モ
御
座
候
ヘ
ト
モ
、
是
ハ
学
者
分
上
ノ
ツ
ト

メ
ト
致
ス
コ
ト
ニ
テ
御
座
候
、
本
尊
義
ノ
中
先
師
ノ
名
ヲ
指
シ

テ
一
益
達
解
ト
申
タ
ル
コ
ト
ハ
無
之
候
、
正
定
・
滅
度
一
益
ト

云
ヒ
達
解
ヲ
以
テ
安
心
ト
申
ス
モ
ノ
ハ
宗
意
ニ
叶
ハ
ス
ト
申
タ

ハ
カ
リ
邪
義
ト
ハ
不
申
候
、
然
レ
ト
モ
私
門
弟
ノ
中
ニ
不
心
得

ノ
者
有
テ
左
様
ニ
申
タ
ル
モ
ノ
ハ
有
カ
モ
存
セ
ス
候
、
先
師
ヲ

邪
義
ト
ハ
不
申
候
、
文
ニ
臨
テ
評
破
致
ス
コ
ト
ハ
各
方
様
ト
テ

モ
ア
ル
マ
シ
キ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ス
、私
全
ク
我
執
ヲ
以
テ
不
申
候
、

往
生
ノ
一
大
事
ヲ
喜
フ
身
ノ
上
、
コ
ト
ニ
七
十
ニ
ナ
ン
〳
〵
ト

ス
ル
身
ナ
レ
ハ
利
養
名
聞
ノ
為
ニ
申
ニ
テ
ハ
御
座
ナ
ク
候

一
論
者
云
、
学
者
ノ
上
ニ
ハ
サ
コ
ソ
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
、
世
俗
ノ
論

ト
ハ
違
フ
法
門
ノ
コ
ト
、
心
中
ヲ
ツ
ヽ
マ
ス
可
被
申
、
其
許
ノ

心
中
ニ
覚
ヘ
カ
有
フ
、
然
ハ
其
元
ハ
先
師
ヲ
一
益
ノ
邪
義
・
達

解
安
心
ノ
人
シ
ャ
ト
ハ
口
ニ
モ
云
ハ
ス
、
心
ニ
モ
思
ハ
レ
ヌ
カ

一
暹
云
、
先
師
ヲ
邪
義
ト
申
マ
セ
ヌ
ナ
レ
ト
モ
、
文
ニ
臨
テ
ハ
評

破
致
シ
タ
ル
義
ハ
コ
サ
リ
マ
ス

一
論
者
云
、
然
ラ
ハ
一
益
ノ
邪
義
ト
ハ
イ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
申
候
ヤ

一
答
云
、
一
念
発
起
ノ
時
正
定
聚
ニ
入
ル
、
其
正
定
聚
ノ
位
即
滅

度
ト
云
ヲ
一
益
ノ
邪
義
ト
存
候

一
論
者
云
、
此
界
ニ
テ
一
念
発
起
入
正
定
聚
ヲ
即
滅
度
大
涅
槃
也

ト
云
ハ
邪
義
ナ
ル
コ
ト
吾
門
ノ
常
談
、先
師
何
ソ
其
義
ヲ
云
ン
、

先
師
ノ
著
述
何
ノ
処
ニ
現
生
正
定
聚
即
滅
度
ト
申
サ
レ
タ
ル
文

証
有
リ
ヤ

一
答
曰
、
折
衝
篇
上
十九

云
、
何
故
必
至
滅
度
、
住
正
定
聚
故
、
何

現
益
及
廿
九
種

故
言
正
定
、
必
至
滅
度
故
、
如
常
山
蛇
勢
、
龍
樹
謂
之
言
必
定
、

是
合
正
定
及
滅
度
為
一
益
、
故
言
必
定
、
因
果
相
即
益
、
雖
通

現
生
密
益
、
理
実
生
後
益
文

、
此
文
正
定
ト
滅
度
ト
ヲ
常
山
ノ

蛇
勢
ニ
喩
テ
一
益
ト
ス
ル
モ
ノ
、
正
ク
中
興
ノ
判
ニ
ソ
ム
ク
ニ

非
ス
ヤ

一
論
者
云
、龍
樹
ノ
必
定
ト
云
必
定
ト
ハ
何
ト
心
得
ラ
レ
タ
ル
ヤ
、

又
必
定
ノ
字
義
ハ
イ
カ
ニ

ジ

一
答
云
、
必
定
ト
ハ
正
定
聚
ノ
位
ヲ
云

一
論
者
云
、
成
程
其
通
リ
、
正
定
聚
ニ
住
シ
テ
必
ス
滅
度
ニ
至
ル

ヘ
キ
モ
ノ
ユ
ヘ
必
定
ト
云
、
其
正
定
聚
ト
ハ
法
前
得
ニ
テ
タ
ト

ヘ
ハ
日
光
ノ
及
フ
処
暁
ト
ナ
ル
、
暁
ト
日
中
ト
別
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ

思
ヘ
ト
モ
、
日
輪
ノ
体
ハ
一
ツ
ニ
ナ
ル
如
ク
、
正
定
聚
ト
ハ
暁

ノ
如
ク
、日
輪
ノ
相
ノ
ア
ラ
ハ
ニ
ミ
ユ
ル
日
中
ハ
滅
度
ノ
如
シ
、

衆
生
ノ
機
ヨ
リ
ミ
レ
ハ
正
定
ト
滅
度
ト
彼
此
二
土
ノ
益
ニ
シ
テ

別
モ
ノ
ヽ
ヤ
ウ
ニ
ミ
ユ
レ
ト
モ
、
日
輪
ノ
体
ハ
暁
モ
日
中
モ
只

一
ツ
ノ
日
輪
ナ
レ
ハ
、
コ
ヽ
ヲ
通
二

現
生
密
益
一

ト
云
、
密
益
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ト
云
テ
顕
益
ト
ハ
云
ハ
ス
、
而
シ
テ
次
ニ
理
実
ニ
生
後
益
ト
明

ナ
ル
文
ノ
ア
ル
ヲ
枉
ケ
テ
、
無
理
ニ
一
益
ノ
義
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ハ

何
ノ
意
ソ
ヤ

一
暹
云
、
正
定
聚
ヲ
法
前
得
ノ
義
ト
ハ
何
ト
モ
合
点
仕
リ
難
シ

一
論
者
云
、
法
前
得
法
後
得
ナ
ト
ノ
コ
ト
、
ソ
レ
ハ
合
点
ユ
カ
ス

ハ
ユ
カ
ヌ
ナ
リ
、
ソ
レ
ハ
ト
リ
ヲ
キ
テ
、
モ
ト
ヘ
モ
ト
リ
テ
理

実
ニ
生
後
ノ
益
ト
ア
ル
ヲ
何
ソ
マ
ケ
テ
一
益
ト
云
ハ
ル
ヽ
ヤ

一
暹
云
、
合
正
定
及
滅
度
為
一
益
ト
云
文
イ
カ
ヽ

一
論
者
云
、
涅
槃
ヲ
ウ
ヘ
キ
処
ヲ
決
定
シ
タ
ル
ヲ
正
定
ト
云
、
ソ

ノ
正
定
ニ
涅
槃
ニ
至
ル
余
勢
ア
リ
、
コ
レ
ヲ
密
益
ト
云

一
論
者
倪
補
シ
テ
云
、
折
衝
篇
ノ
文
ハ
モ
ト
鳳
潭
ノ
難
ニ
答
フ
ル

ノ
書
ナ
リ
、
雷
斧
上
三
十

三
右

コ
ノ
文
ヲ
破
シ
テ
、
故
知
、
経
文
是
当

益
ニ
シ
テ
非
二

現
益
一

、
故
云
雖
通
現
生
密
益
者
、
未
穏
也
ト

云
、
ソ
レ
ヲ
又
笑
螂
臂
上
之
下
五右

、
我
言
密
益
者
、
不
二
而
二

故
、
不
二
ハ

約
二

法
体
一

、
顕
密
ハ

約
二

機
辺
一

、
又
小
経
皆
得
不

退
転
等
、
即
是
現
生
益
ト
云
、
密
益
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
聖
道
ノ
所

談
ト
ハ
異
也
、
只
当
来
ニ
於
テ
正
定
・
滅
度
ヲ
一
益
ト
云
ノ
ミ
、

又
彼
土
ニ
テ
正
定
聚
カ
即
滅
度
ナ
リ
ト
云
コ
ト
ハ
其
許
ノ
著
述

セ
ラ
レ
タ
書
ニ
モ
見
ヘ
ル
、
即
流
情
記
中
十
四

左

云
、
若
依
二

経

文
一

、
従
容
ト
シ
テ

摂
二

多
機
一

、
別
亦
為
二

彼
土
益
一

、
若
約
二

真

ハ

土
一

則
、
得
レ

始
即
得
レ

終
、
円
具
頓
証
ス

、
若
約
二

化
土
一

則
、

始
益
・
終
益
宛
然
ト
シ
テ

隔
別
ス
文

、
先
師
ノ
意
流
情
記
ト
同
シ
コ

ト
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
他
ニ
対
ス
ル
書
ナ
ル
ユ
ヘ
、
雖
通
現
生
密

益
等
ト
云
ノ
ミ
、
雖
字
ヲ
以
テ
奪
テ
理
実
生
後
益
ト
云
、
何
ノ

惑
フ
処
ア
ル
ヤ

一
暹
云
、
然
ラ
ハ
正
定
聚
ハ
当
来
ノ
益
ニ
極
リ
テ
、
現
生
ニ
ハ
正

定
聚
ハ
ナ
キ
コ
ト
カ

一
必
定
ノ
言
ハ
現
当
ニ
通
ス

一
暹
云
、
御
文
章
ニ
正
定
聚
ハ
穢
土
益
、
滅
度
ハ
浄
土
ノ
益
ト
ノ

玉
フ
モ
ノ
ヲ
混
雑
シ
テ
、
正
定
聚
ヲ
当
来
ヘ
モ
テ
ユ
ク
ト
ハ
イ

カ
ヽ
ソ
ヤ

一
論
者
云
、
然
ラ
ハ
反
問
ス
ヘ
キ
、
吾
祖
已
ニ
臨
終
一
念
夕
超
証

大
般
涅
槃
ト
云
ハ
マ
コ
ト
ヽ
信
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ

一
暹
云
、
祖
師
ノ
高
判
毫
モ
疑
惑
仕
ラ
ス

一
論
者
云
、
近
来
、
臨
終
一
念
夕
大
般
涅
槃
ヲ
得
ト
云
コ
ト
ヲ
疑

惑
ス
ル
人
モ
ア
ル
ニ
、
其
許
ハ
ソ
レ
ヲ
信
セ
ラ
ル
ヽ
ト
ハ
難
有

コ
ト
、
然
レ
ハ
御
流
ヲ
汲
ホ
ト
ノ
人
浄
土
ニ
至
レ
ハ
大
滅
度
、

現
生
ニ
テ
ハ
正
定
聚
ト
云
コ
ト
誰
カ
是
ヲ
諍
フ
ベ
キ
、
共
許
ス

ル
処
也
、
先
師
モ
亦
ツ
ト
メ
テ
サ
カ
リ
ニ
此
義
ヲ
談
ス
ル
コ
ト

余
文
ニ
在
テ
分
明
也
、
何
ソ
此
折
衝
篇
ノ
他
ニ
対
シ
テ
ノ
ヘ
ラ

ル
ヽ
ノ
一
文
ヲ
以
テ
、
マ
ケ
テ
一
益
ノ
義
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
何
ノ

ニ
ク
ム
処
ア
ル
ヤ

一
他
ニ
対
シ
テ
著
ハ
ス
書
ナ
レ
ハ
ト
テ
人
ノ
惑
ニ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
書

ハ
誤
リ
ナ
ラ
ス
ヤ
、
コ
ト
ニ
霖
師
ハ
正
定
・
滅
度
二
益
ト
思
フ

（
妄
カ
）

ハ
衆
生
虚
忘
ノ
見
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
、
ナ
ニ
ト
モ
承
引
仕
リ

難
ク
候

一
サ
レ
ハ
〳
〵
能
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
法
門
ノ
筋
目
ヲ
ト
ク
ト
合
点
セ

ラ
レ
ヨ
、
今
先
師
霖
師
ノ
所
立
ヲ
弁
ス
ヘ
シ
、
望
溟
記
ニ
、
安

楽
国
ヲ
願
フ
人
正
定
聚
ニ
コ
ソ
住
ス
ナ
レ
、
邪
定
・
不
定
聚
ク

ニ
ヽ
ナ
シ
ト
云
ヲ
解
シ
テ
此
讃
両
義
ヲ
存
ス
ヘ
シ
、
曇
鸞
大
師
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ニ
ヨ
ラ
ハ
彼
土
ノ
益
ト
云
ヘ
シ
、
仏
力
住
持
入
大
乗
正
定
之
聚

ト
云
ユ
ヘ
ニ
、
若
当
家
ニ
ヨ
ラ
ハ
現
生
ナ
ル
ヘ
シ
、
若
曇
鸞
大

師
ニ
ヨ
ラ
ハ
今
文
浄
土
ノ
正
定
ト
シ
テ
苦
シ
カ
ラ
ス
、
一
生
補

処
ニ
至
ル
ト
一
例
也
、
已
テ
ニ
究
竟
ヲ
証
ス
ル
ノ
後
ナ
レ
ハ
名

ニ
カ
ヽ
ハ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
又
十
一
願
ノ
讃
ノ
釈
ニ
云
、
然
ル
ニ

高
祖
ノ
御
意
ハ
正
定
ハ
穢
土
ノ
益
、
滅
度
ハ
彼
土
ノ
益
ト
見
サ

セ
ラ
レ
タ
リ
、
是
ヲ
御
文
章
ニ
ハ
、
正
定
ト
滅
度
ト
ハ
一
益
ト

心
得
ヘ
キ
ヤ
ト
問
セ
ラ
レ
、
其
レ
ヲ
答
ヘ
玉
ヒ
テ
正
定
ハ
穢
土

益
、
滅
度
ハ
浄
土
ニ
テ
得
ヘ
キ
益
也
、
サ
レ
ハ
二
益
ト
心
得
ヘ

キ
ナ
リ
文

、
如
是
明
白
ニ
正
定
・
滅
度
二
益
ノ
義
ヲ
立
ル
コ
ト

ハ
自
他
共
許
ス
ル
処
ナ
リ
、
又
鸞
師
等
ノ
正
定
聚
ヲ
彼
土
ノ
益

ト
シ
玉
フ
文
ヲ
会
釈
ス
ル
ニ
就
テ
ハ
、
彼
土
ノ
妙
証
ハ
正
定
即

滅
度
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
論
セ
サ
レ
ハ
祖
師
ト
七
祖
ト
会
釈
ガ
ナ
ラ

ス
、
但
シ
其
許
ハ
七
祖
ノ
釈
ハ
会
釈
セ
サ
ル
ヤ

一
私
共
モ
七
祖
ノ
釈
ヲ
祖
尺
ニ
テ
会
釈
致
ス
コ
ト
勿
論
ナ
リ
、
然

レ
ト
モ
私
ハ
正
ク
尊
信
ス
ル
ハ
祖
師
ノ
御
釈
ヲ
取
用
ユ
、
然
ラ

ハ
其
許
方
ハ
鸞
師
ノ
釈
ヲ
オ
モ
ニ
祖
師
ノ
御
釈
ハ
御
捨
ナ
サ
ル

ヽ
ヤ

一
文
軌
ニ
経
文
ニ
ヨ
ル
ト
キ
ハ
正
定
ハ
当
益
ナ
リ
、
然
ル
ヲ
現
益

ト
ス
ル
ハ
如
何
、
他
ノ
当
ニ
約
ス
ル
モ
文
ヲ
会
シ
テ
現
益
ト
ス

ト
、
私
ニ
文
ヲ
会
シ
テ
現
益
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
尤
ナ
レ
ト
モ
、
今

論
ス
ル
処
ハ
浄
土
ニ
於
テ
因
相
ア
ル
ヲ
直
ニ
涅
槃
ナ
リ
ト
会
釈

ス
ル
故
、
正
定
即
滅
度
ト
云
コ
ト
ナ
リ

一
浄
土
ニ
菩
薩
等
ア
ル
ハ
還
相
ニ
シ
テ
浄
土
ニ
ハ
因
ノ
名
ハ
ナ

シ
、
人
天
・
菩
薩
等
ノ
ア
ル
ハ
因
順
余
方
ナ
リ

一
サ
レ
ハ
〳
〵
ソ
ノ
因
順
余
方
因
名
ア
ル
ヲ
直
ニ
大
涅
槃
ト
会
ス

ル
ナ
リ
、
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
聞
レ
ヨ

一
イ
ヤ
何
程
仰
セ
ラ
レ
テ
モ
私
ハ
浄
土
ニ
正
定
聚
ア
ル
コ
ト
会
得

イ
タ
シ
マ
セ
ヌ

一
尓
ラ
ハ
第
十
一
願
成
就
文
ニ
国
中
人
天
不
住
定
聚
等
ト
説
文
ハ

イ
カ
ヽ
会
ス
ル
ヤ

一
成
就
ノ
文
ハ
一
念
多
念
文
意
ニ
十
一
願
成
就
ノ
文
ヲ
、
其
レ
衆

生
ア
リ
テ
彼
国
ニ
生
レ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
ミ
ナ
コ
ト
〳
〵
ク
正

定
聚
ニ
住
ス
ト
ノ
タ
マ
ヘ
ハ
生
後
ノ
コ
ト
ニ
非
ス
、
生
レ
ン
ト

ス
ル
モ
ノ
ハ
ト
現
生
ニ
約
シ
テ
ノ
玉
ヘ
リ
、
故
ニ
諸
祖
ノ
文
会

シ
テ
現
生
正
定
ト
ス
ル
モ
ノ
祖
師
ノ
御
己
証
ナ
リ

一
然
ラ
ハ
和
讃
ニ
、
安
楽
国
ヲ
ネ
カ
フ
ヒ
ト
正
定
聚
ニ
コ
ソ
住
ス

ナ
レ
ノ
讃
ハ
イ
カ
ヽ
会
ス
ル
ヤ
、
国
ニ
ナ
シ
ト
ハ
彼
国
ニ
非
ヤ

一
彼
国
ニ
ハ
十
九
願
ノ
邪
定
・
二
十
願
ノ
不
定
、
コ
ノ
雑
行
自
力

ノ
人
ハ
ナ
シ
ト
云
コ
ト
、
正
定
ノ
ナ
キ
コ
ト
知
ヘ
シ

一
然
ラ
ハ
何
ソ
邪
定
・
不
定
及
正
定
聚
モ
国
ニ
ナ
シ
ト
ノ
玉
ハ
サ

ル
ヤ
、
彼
土
ニ
正
定
ア
リ
ト
云
ハ
邪
義
ナ
リ
ヤ

一
イ
ヤ
邪
義
ト
ハ
存
シ
マ
セ
ヌ
、
蓮
師
ノ
御
言
ニ
ソ
ム
ク
ユ
ヘ

一
浄
土
ニ
於
テ
人
ニ
ハ
観
音
・
勢
至
ノ
因
人
ア
リ
、
位
ニ
就
テ
ハ

正
定
聚
ト
モ
不
退
ト
モ
云
名
有
、
ソ
レ
ヲ
一
々
会
釈
ス
レ
ハ
彼

土
テ
ハ
正
定
即
滅
度
ヲ
云
ハ
ネ
ハ
会
釈
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
モ
シ
其
会

ヲ
ナ
ス
ハ
非
ナ
リ
ト
云
ハ
ヽ
六
要
三
末
三丁

、
差
別
ニ
約
セ
ハ
乃

至
平
等
門
ハ
極
果
始
終
ノ
益
、
時
ニ

無
二

前
後
一

等
ト
ノ
タ
マ
ヘ

ル
文
ハ
イ
カ
ヽ
解
ス
ル
ヤ
、
但
シ
其
許
ハ
六
要
モ
邪
義
ト
思
ハ

ル
ヽ
ヤ
、
六
要
ハ
用
ヒ
ヌ
カ
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一
六
要
ハ
桃
渓
師
モ
評
破
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
レ
ハ
、
邪
義
ト
ハ
存
セ

ネ
ト
モ
宗
意
ニ
叶
ハ
ヌ
処
ハ
用
ヒ
難
シ
、
何
分
ニ
現
生
ニ
滅
度

ヲ
論
ス
ル
ハ
邪
義
ノ
ヤ
ウ
ニ
存
シ
候

一
現
生
ニ
滅
度
ニ
至
ル
ト
云
ハ
ヽ
邪
義
ナ
レ
ト
モ
今
ハ
密
益
ヲ
論

ス
、
モ
シ
其
密
益
ヲ
モ
キ
ラ
ハ
ヽ
、
讃
ニ
信
心
慶
フ
其
人
ヲ
如

来
ト
ヒ
ト
シ
ト
ノ
玉
フ
モ
邪
義
ナ
リ
ヤ

一
信
心
喜
フ
人
ヲ
直
ニ
如
来
ト
ノ
玉
ハ
ス
、
如
来
ト
ヒ
ト
シ
ト
ア

ル
ハ
等
覚
ノ
義
即
正
定
聚
ノ
コ
ト
ナ
リ

一
然
ラ
ハ
次
句
ニ
大
信
心
ハ
仏
性
ナ
リ
、
仏
性
即
如
来
ナ
リ
ト
云

ハ
イ
カ
ヽ

（
性
脱
カ
）

一
仏
性
即
如
来
ト
ア
レ
ハ
仏
性
ノ
名
ニ
シ
テ
、
果
人
ニ
ハ
仏
ト
申

シ
マ
セ
ヌ

一
霖
師
一
代
ノ
書
正
定
・
滅
度
二
益
ノ
判
分
明
ナ
リ
、
折
衝
篇
ハ

対
他
破
邪
ノ
書
也
、
霖
師
宗
義
ヲ
明
ス
ノ
文
何
ノ
処
ニ
一
益
ノ

文
ア
リ
ヤ
、
又
其
方
ハ
タ
ヽ
此
折
衝
ノ
一
文
一
句
ヲ
取
テ
強
テ

霖
師
ヲ
一
益
ノ
邪
義
ト
云
ヤ
、
但
シ
霖
師
著
述
書
通
シ
テ
難
ス

ル
ヤ

一
私
義
ソ
モ
〳
〵
霖
師
ノ
書
ヲ
見
テ
已
来
三
十
年
、
或
ル
ト
キ
ハ

尊
信
頂
戴
シ
、
或
ト
キ
ハ
疑
惑
ヲ
生
シ
、
多
年
研
究
シ
テ
申
出

ル
義
ナ
レ
ハ
其
余
ニ
モ
カ
ス
〳
〵
不
審
ノ
文
モ
コ
レ
ア
リ
候
ヘ

ト
モ
、
先
一
文
ツ
ヽ
会
通
ナ
サ
レ
下
サ
レ
候
ヘ

一
正
定
ノ
言
ハ
必
定
ノ
必
ノ
字
ヲ
含
ム
、
何
故
必
至
滅
度
、
住
正

定
故
、
何
故
言
正
定
、
必
至
滅
度
故
ト
云
、
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
密
益

ニ
通
ス
ト
云
、
穢
土
ノ
仮
名
人
・
浄
土
ノ
仮
名
人
不
一
不
異
、

何
ソ
密
益
ナ
シ
ト
云
ハ
ン
ヤ

一
穢
土
仮
名
人
・
浄
土
仮
名
人
ト
ハ
前
念
・
一
念
ナ
リ
、
今
密
益

ト
同
シ
カ
ラ
ス

一
密
益
ト
ハ
蓮
華
ノ
中
ヘ
オ
サ
メ
ラ
ル
ヽ
ト
同
シ
コ
ト
、
一
念
ノ

ト
キ
蓮
胎
中
ニ
入
レ
ト
モ
衆
生
ハ
不
知
是
ヲ
密
ト
云

一
蓮
華
中
ヘ
オ
サ
メ
ル
ト
云
コ
ト
ハ
彼
土
ノ
コ
ト
、
此
土
ノ
益
ト

ハ
申
サ
レ
ス

一
此
界
一
人
念
仏
名
西
方
便
有
一
蓮
生
ト
云
ハ
イ
カ
ヽ

一
西
方
便
有
ト
コ
ソ
ア
レ
、
娑
婆
ノ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ス

一
サ
レ
ハ
コ
ソ
其
西
方
便
有
ノ
蓮
中
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ヌ
方
ヲ

密
益
ト
云
、
知
ネ
ト
モ
入
ニ
疑
ナ
シ
、
故
ニ
笑
螂
ニ
モ
顕
密
約

機
ト
云
、
法
体
ハ
不
二
ナ
リ
、
ソ
ノ
法
体
不
二
ノ
生
後
ノ
一
益

カ
法
体
ノ
徳
ヨ
リ
ミ
レ
ハ
、
密
ニ
其
益
ア
ル
ト
云
コ
ト
、
タ
ト

ヒ
此
一
文
其
義
ア
ル
ニ
モ
セ
ヨ
、
霖
師
一
代
ノ
書
ノ
何
処
現
生

（
定
カ
）

一
益
ヲ
正
業
ト
教
タ
ル
コ
ト
ア
リ
ヤ
、
文
ニ
依
テ
義
ニ
ヨ
ラ
ヌ

ハ
不
了
義
ノ
失
ナ
リ
、
況
ヤ
折
衝
ハ
対
他
ノ
書
ナ
ル
ヲ
ヤ

一
後
生
滅
度
ノ
益
カ
密
ニ
今
生
ニ
及
フ
ト
云
コ
ト
私
ハ
会
得
仕
ラ

ヌ
、
タ
ト
ヒ
対
他
ノ
書
ナ
リ
ト
モ
人
ノ
惑
ヒ
ニ
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ

ハ
ナ
セ
書
セ
ラ
レ
ヌ

一
然
ラ
ハ
其
許
ノ
樹
心
録
ニ
モ
マ
キ
ラ
ハ
シ
キ
文
有
、
彼
第
二
四
丁

左

云
、
言
無
碍
信
海
者
約
二

徳
用
一

而
説
、
無
碍
者
謂
生
ト
死
即

是
涅
槃
、
煩
悩
・
菩
提
体
無
二
也
ト
、
已
ニ
此
文
信
ノ
徳
用
ト

云
ハ
ハ
タ
ラ
キ
ナ
リ
、
然
ラ
ハ
信
ヲ
ウ
レ
ハ
生
ト
死
即
涅
槃
ノ

ハ
タ
ラ
キ
ア
リ
ト
云
コ
ト
カ
、
霖
師
ノ
説
モ
樹
心
録
ノ
コ
ヽ
ロ

モ
共
ニ
法
体
ノ
徳
ヲ
云
ハ
同
シ
コ
ト
、
何
ノ
疑
フ
処
ア
ル
ヤ
、

自
ノ
書
ニ
ハ
法
体
ノ
徳
ノ
融
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
云
ヒ
テ
、
他
ノ
説
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ヲ
難
ス
ル
ト
云
ハ
ナ
ン
ト
モ
心
得
カ
タ
キ
ナ
リ

一
イ
ヤ
私
カ
樹
心
ノ
文
ハ
信
心
ヲ
ウ
レ
ハ
ソ
ノ
無
碍
ノ
信
海
ノ
徳

（
提
脱
カ
）

用
ニ
テ
、
当
来
ハ
生
死
即
是
涅
槃
、
煩
悩
・
菩
体
無
二
ト
申
ス

コ
ヽ
ロ
ナ
リ

一
テ
モ
樹
心
ニ
当
来
ノ
言
ナ
シ
、
然
レ
ハ
信
ヲ
得
タ
ル
処
生
死
即

涅
槃
ノ
義
ナ
リ

一
イ
ヤ
ソ
レ
ハ
当
来
ノ
言
ナ
ク
テ
モ
意
ハ
当
来
ト
云
コ
ト
也

一
ソ
レ
ハ
無
理
非
道
、サ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
テ
ハ
一
向
論
談
ハ
ナ
ラ
ヌ
、

自
分
ノ
書
ハ
文
字
カ
ナ
ク
テ
モ
意
カ
ア
ル
ト
許
シ
、
他
人
ノ
書

ニ
ハ
ナ
セ
許
サ
ス
ヤ

一
往
相
ノ
回
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ
、
弥
陀
ノ
方
便
ト
キ
イ
タ
リ
、
悲

願
ノ
心
行
得
シ
ム
レ
ハ
、
生
死
即
涅
槃
ナ
リ
ト
云
讃
、
是
モ
当

来
ノ
言
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
当
来
ノ
義
ト
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ
、
但
シ
和

讃
ノ
生
死
即
涅
槃
ナ
リ
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
ハ
現
益
ナ
リ
ヤ

一
イ
ヤ
涅
槃
ヲ
現
生
ノ
益
ト
ハ
申
サ
ヌ
、
法
体
ノ
徳
カ
理
ト
シ
テ

其
心
ヲ
ウ
ル
コ
ト
樹
心
ト
同
シ

（
行
界
カ
）

門
人
凝
海
代
テ
論
談
ヲ
致
シ
タ
キ
ヨ
シ
御
家
老
衆
ヘ
願
ヒ

候
処
、
今
日
ノ
所
対
ハ
真
浄
寺
ナ
レ
ハ
、
真
浄
寺
ヲ
立
ト

シ
テ
折
節
一
言
二
言
申
サ
ハ
、
格
別
其
方
一
人
引
受
テ
問

答
イ
タ
シ
候
事
叶
ハ
ス
、
随
分
声
高
ニ
ナ
ラ
ヌ
様
穏
便
ニ

可
申

一
論
者
云
、
正
定
聚
ノ
名
鸞
師
ノ
所
立
ト
祖
師
ノ
所
立
ト
同
異
イ

カ
ン
、
又
十
九
・
二
十
ヲ
邪
定
ト
名
ケ
ラ
ル
ヽ
ハ
如
何

一
鸞
師
ハ
彼
土
ノ
正
定
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ
、
祖
師
ハ
此
土
正
定
ト
仰

セ
ラ
ル
、
光
明
摂
取
ヲ
ウ
ル
処
カ
即
横
截
五
悪
趣
、
ソ
コ
ヲ
正

定
聚
ト
云

一
五
悪
趣
ヲ
截
ヲ
正
定
聚
ト
ス
ル
ナ
ラ
ハ
、
十
九
・
二
十
ノ
機
、

邪
定
・
不
定
ノ
機
ニ
五
悪
趣
ヲ
截
ノ
益
ナ
キ
カ

一
十
九
・
二
十
ノ
機
臨
終
ニ
ハ
五
悪
趣
ヲ
截
ノ
益
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ト

モ
平
生
ニ
ハ
ナ
シ
、
修
諸
功
徳
ハ
自
力
ノ
諸
善
万
行
、
二
十
ノ

願
ハ
万
行
随
一
ノ
念
仏
ナ
ル
ユ
ヘ
共
ニ
横
截
ノ
益
ナ
シ

一
然
ラ
ハ
十
九
・
二
十
ノ
機
ハ
平
生
ニ
ハ
横
截
ノ
益
ナ
ケ
レ
ト

モ
、
命
終
レ
ハ
正
定
ニ
入
ニ
違
ナ
キ
ヤ

一
十
九
・
二
十
ノ
機
ノ
当
来
正
定
ニ
入
ル
ハ
化
土
ノ
相
ナ
リ
、
真

土
ニ
ハ
彼
国
ニ
正
定
ハ
ナ
シ
、
正
定
ハ
因
ナ
リ
滅
度
ハ
果
也
、

何
ソ
混
シ
テ
一
益
ト
ス
ル
ヤ

一
因
果
差
別
ナ
リ
ヤ
、
一
物
ナ
リ
ヤ
、
一
物
ナ
ラ
ハ
差
別
ス
ヘ
カ

ラ
ス
、
異
ナ
ラ
ハ
相
続
セ
ス

一
凝
海
云
、
何
程
仰
セ
ラ
レ
テ
モ
其
ハ
一
許
・
不
許
、
此
方
ニ
ハ

ウ
ケ
カ
イ
マ
セ
ヌ
、
敵
者
ノ
決
智
ヲ
生
セ
ネ
ハ
何
分
一
益
ノ
文

証
ヲ
引
テ
仰
セ
ラ
レ
下
サ
ル
ヘ
シ

一
御
文
章
ニ
モ
、
此
位
ヲ
正
定
聚
ニ
住
ス
ト
モ
、
滅
度
ニ
至
ル
ト

モ
、
等
正
覚
ニ
至
ル
ト
モ
申
ス
ナ
リ
、
又
是
ヲ
一
念
発
起
ノ
信

心
定
リ
タ
ル
人
ト
モ
云
ナ
リ
ト
、
是
モ
蓮
師
ノ
一
益
ノ
邪
義
ト

云
ヘ
キ
ヤ

一
御
文
章
ハ
正
定
聚
ニ
住
ス
ト
モ
ト
ハ
現
益
、
滅
度
ニ
至
ル
モ
ト

ハ
当
益
ナ
リ
、
一
念
多
念
ノ
証
文
ニ
太
子
ノ
位
ヲ
正
定
聚
ニ
タ

ト
ヘ
王
ノ
位
ヲ
滅
度
ト
ノ
玉
フ
シ
カ
レ
ハ
、
即
位
ノ
ナ
キ
内
ハ

イ
ツ
マ
テ
モ
東
宮
ナ
リ
、
当
来
初
生
ノ
ト
キ
コ
ソ
滅
度
ノ
王
ト

ナ
ル
ヘ
ケ
レ
、
此
土
ニ
密
ニ
滅
度
ノ
益
ア
リ
ト
ハ
決
智
ヲ
生
シ
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カ
タ
シ

一
ソ
レ
〳
〵
其
コ
ソ
ヨ
キ
タ
ト
ヘ
ナ
レ
、
証
文
法
要
二
ノ

廿
六
丁

云
、
ツ
ク
ト

云
ハ
位
ニ
必
ス
ノ
ホ
ル
身
ト
云
ナ
リ
、
世
俗
ノ
ナ
ラ
ヒ
ニ
モ
国

ノ
王
ノ
位
ニ
ノ
ホ
ル
ヲ
ハ
即
位
ト
云
、
東
宮
ノ
位
ニ
イ
ル
人
ハ

必
ス
王
ノ
位
ニ
ツ
ク
カ
如
シ
等
ト
云
、
太
子
即
位
セ
ネ
ハ
王
ト

ハ
云
ハ
ネ
ト
モ
、
王
ニ
ナ
ル
ヘ
キ
太
子
ヲ
亦
王
ト
云
テ
、
阿
闍

世
太
子
ヲ
阿
闍
世
王
ト
云
カ
如
シ
、
位
ハ
異
ア
レ
ト
モ
太
子
モ

王
モ
体
ハ
一
人
、
王
ニ
ナ
ル
ヘ
キ
徳
ヲ
太
子
カ
ソ
ナ
ヘ
テ
居
タ

マ
フ
、
是
密
益
ナ
リ
、
暁
ト
日
中
ト
日
輪
ノ
ミ
ユ
ル
ミ
ヘ
ヌ
ノ

差
ハ
ア
レ
ト
モ
、
共
ニ
同
シ
日
輪
ノ
徳
ナ
ル
カ
如
シ

一
何
ホ
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
モ
得
心
仕
リ
カ
タ
シ
、
正
定
・
滅
度
一
益

ノ
文
証
ヲ
出
シ
タ
マ
ヘ
、
又
正
定
聚
ハ
現
益
カ
密
益
カ

一
鸞
師
ハ
密
、
祖
師
ハ
現
益
ナ
リ
、
喩
ヘ
ハ
明
日
左
大
臣
ニ
ナ
ル

（
マ
マ
）

ヘ
キ
人
ナ
レ
ハ
、
今
日
左
太
臣
ト
云
テ
モ
咎
ナ
キ
カ
如
シ

一
左
太
臣
ノ
タ
ト
ヘ
ハ
因
中
ノ
果
ノ
コ
ト
、
合
シ
テ
一
益
ト
ス
ト

云
ハ
違
フ

一
合
為
一
益
ト
云
ハ
、
暁
ト
日
中
ト
日
ノ
体
カ
ラ
云
ヘ
ハ
一
ツ
ト

云
コ
ト
ナ
リ

一
正
定
聚
ヲ
暁
ニ
タ
ト
ヘ
タ
コ
ト
ド
コ
ニ
コ
サ
ル
ソ

一
必
至
無
上
浄
信
暁
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ス
ヤ

一
ソ
レ
ハ
无
明
ノ
闇
ハ
レ
疑
ノ
夜
ノ
明
タ
処
ヲ
暁
ト
ノ
タ
マ
フ
コ

ト
、
密
益
ト
有
テ
モ
益
ト
云
モ
ノ
ハ
手
前
ニ
得
ネ
ハ
益
ト
ハ
イ

ハ
レ
ヌ
、
何
ソ
滅
度
ヲ
現
生
ニ
手
前
ヘ
ウ
ル
理
ア
ラ
ン
ヤ
、
何

分
文
証
ヲ
出
シ
タ
マ
フ
ヘ
シ

一
其
手
前
ヘ
得
ル
コ
ト
ヲ
知
ネ
コ
ソ
密
益
ナ
レ
、
知
ホ
ト
ナ
レ
ハ

密
益
ニ
非
ス
、
文
証
モ
ア
ル
マ
シ
キ
ニ
ア
ラ
ネ
ト
モ
文
証
ハ
カ

リ
ヲ
守
ル
ヘ
キ
ヤ
、
理
在
絶
言
、
現
量
・
比
量
・
聖
教
量
ア
リ
、

一
概
ニ
文
ニ
執
ス
ヘ
ケ
ン
ヤ

一
王
ト
太
子
ト
ノ
喩
へ
ノ
如
ク
昔
ノ
太
子
ハ
今
ノ
王
、
今
ノ
王
ハ

昔
ノ
太
子
、
広
大
無
碍
ノ
信
心
因
ノ
正
定
聚
ニ
果
ヲ
即
シ
、
果

ノ
滅
度
ニ
因
ヲ
即
ス
、
是
ヲ
常
山
ノ
蛇
勢
ト
云
、
ヨ
ク
〳
〵
工

夫
シ
テ
見
ラ
ル
ヘ
シ

一
何
分
文
証
ヲ
出
シ
タ
マ
ヘ
、
滅
度
カ
現
生
ニ
通
ス
ル
ト
云
コ
ト

領
受
致
シ
カ
タ
シ
、
煩
悩
即
菩
提
ハ
彼
土
ノ
妙
証
ニ
テ
コ
ソ
ア

レ
、
此
土
ニ
ハ
通
セ
ス

一
強
テ
彼
土
ニ
局
ル
ト
云
ハ
ヽ
、
彼
土
ニ
ハ
煩
悩
ナ
シ
、
何
ヲ
以

（
悩
脱
カ
）

テ
煩
即
菩
提
ト
云
ヘ
キ
ヤ

一
大
進
殿
、
今
日
ハ
晩
景
ニ
モ
及
フ
、
論
ヲ
ヤ
メ
ラ
レ
重
テ
出
合

ア
ル
ヘ
シ
ト
云
云

于
時
丁
亥
五
月
十
七
日
未
剋
ヨ
リ
対
論論

者
越
前
平
乗
寺
功
存

同

豊
前
永
照
寺
継
成

同

同
州
西
浄
寺
天
倪

知
事

覚
厳

能
化
侍
者

教
流

同

北
天

筆
記

徳
厳

同

仰
誓
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『対論筆記』（第一回対論末尾・第二回対論冒頭）

丁
亥
五
月
廿
三
日
於
御
対
面
所
対
論

一
論
者
継
成
云
、
頃
日
折
衝
篇
ノ
一
文
ニ
就
テ
、
先
師
演
暢
院
法

霖
ヲ
邪
義
ト
申
サ
ル
ヽ
ニ
就
テ
、
立
敵
相
対
シ
テ
ワ
レ
〳
〵
作

者
ノ
本
意
ヲ
失
ス
ル
コ
ト
ヲ
憂
ヒ
テ
、
種
々
ニ
弁
論
ス
ト
イ
ヘ

ト
モ
、
祖
文
ノ
的
証
ナ
ケ
レ
ハ
決
智
ヲ
生
セ
ス
ト
申
サ
ル
ヽ
ユ

ヘ
、
今
日
再
ヒ
対
論
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
、
又
其
許
ハ
ス
ヘ
テ
法

門
ノ
大
体
ヲ
知
ラ
レ
ヌ
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
、
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
凡
一
部

ノ
書
ニ
ソ
ノ
作
者
ノ
随
自
ア
リ
随
他
ア
リ
、
安
心
門
ア
リ
建
立

門
ア
リ
、
如
是
ソ
ノ
処
ニ
ヨ
リ
テ
趣
キ
差
別
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ

一
混
シ
テ
、
法
霖
師
ヲ
邪
義
ト
申
サ
ル
ヽ
コ
ト
、
門
人
ノ
輩
甚

タ
遺
憾
ニ
存
ス
レ
ハ
、
今
略
シ
テ
折
衝
篇
ノ
文
ヲ
解
セ
ン
、
コ

ヽ
ロ
ヲ
ト
ヽ
メ
テ
聴
レ
ヨ

一
論
者
天
倪
云
、
折
衝
ノ
文
ニ
是
合
正
定
及
滅
度
為
一
益
故
言
必

定
ト
云
マ
テ
ハ
必
字
ノ
名
ヲ
釈
ス
、
次
ノ
文
ニ
因
果
相
即
益
ト

ハ
ソ
ノ
顕
現
ス
ル
場
処
ハ
浄
土
ニ
非
サ
レ
ハ
ア
ラ
ハ
レ
ス
、
シ

カ
レ
ト
モ
法
体
不
可
思
議
ノ
益
ニ
テ
、機
辺
ニ
知
コ
ト
ニ
非
ス
、

知
ラ
ネ
ト
モ
密
ニ
ソ
ノ
益
ア
ル
ヘ
シ
、
雖
通
現
生
密
益
理
実
生

後
益
ト
ハ
、
ソ
ノ
現
生
ニ
通
ス
ル
密
益
ハ
不
二
而
二
ナ
ル
辺
ニ

就
テ
云
、
ユ
ヘ
ニ
唯
正
定
ニ
シ
テ
即
滅
度
ニ
ア
ラ
ス
、
理
実
生

後
益
ト
ハ
十
住
論
ノ
意
、
諸
仏
ニ
在
テ
ハ
唯
現
生
不
退
、
弥
陀

ニ
在
テ
ハ
彼
此
二
土
ニ
通
ス
、
故
ニ
理
実
生
後
ト
云
ハ
諸
仏
ノ

利
益
ニ
揀
ン
タ
メ
ナ
リ
、
何
ヲ
以
テ
先
師
ヲ
一
益
ノ
邪
義
ト
云

ハ
ル
ヽ
ヤ

一
智
暹
云
、
正
ク
文
ニ
合
正
定
及
滅
度
為
一
益
ト
ア
レ
ハ
一
益
ト

申
ス
コ
ト
ニ
テ
候
、
コ
レ
何
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ソ
ヤ
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一
然
ラ
ハ
為
一
益
ノ
語
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
、
一
益
ノ
邪
義
ト
破
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ナ
リ
ヤ
、
又
先
師
著
述
ノ
書
ノ
中
、
此
折
衝
ノ
文
ノ
外

ニ
モ
正
定
・
滅
度
為
一
益
ト
云
文
ア
リ
ヤ
否
ヤ

一
一
益
ト
云
フ
文
ハ
外
ニ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
外
ニ
モ
理
証
ア
ル
ナ

リ
一
然
ラ
ハ
コ
ヽ
ノ
文
ハ
会
得
セ
リ
ヤ

一
イ
ヤ
会
得
ハ
仕
ラ
ヌ

一
然
ラ
ハ
先
師
ハ
一
益
ノ
邪
義
カ

一
先
師
ヲ
邪
義
ト
ハ
申
サ
ネ
ト
モ
、
文
ニ
当
テ
現
前
ニ
一
益
ト
ア

ル
故
、
コ
ヽ
ノ
文
ハ
一
益
ト
同
シ
コ
ト
シ
ヤ
ト
申
ス
コ
ト
ニ
テ

候
、
先
日
モ
申
ス
コ
ト
ク
祖
師
・
善
知
識
ノ
高
判
ニ
正
定
・
滅

度
ヲ
一
益
ト
ス
ル
ト
云
文
証
ア
ラ
ハ
承
リ
タ
シ
、
ソ
ノ
ウ
ヘ
涅

槃
ト
滅
度
カ
此
土
ニ
通
ス
ル
ト
云
文
証
ヲ
モ
出
シ
玉
ヘ
、
文
証

ナ
ケ
レ
ハ
合
点
致
シ
マ
セ
ヌ

一
文
ニ
当
テ
一
益
ナ
リ
ト
難
ス
ト
ナ
ラ
ハ
、
折
衝
篇
ノ
講
釈
ナ
ト

セ
ラ
ル
ヽ
ニ
就
テ
、文
ニ
臨
テ
此
ハ
一
益
ノ
邪
義
ナ
リ
ト
云
テ
、

其
余
ノ
処
ニ
テ
ハ
一
益
ノ
邪
義
ト
ハ
申
サ
レ
ヌ
カ

一
ナ
ル
ホ
ト
先
師
ノ
説
モ
好
キ
処
ハ
ヨ
シ
矣
ト
申
シ
、
悪
キ
処
ハ

ア
シ
ヽ
ト
申
シ
テ
評
シ
マ
ス
ル

一
文
ニ
臨
テ
評
破
ス
ル
ハ
コ
ト
ワ
リ
ナ
レ
ト
、
安
心
ニ
ア
ヤ
マ
リ

有
ル
ヤ
ウ
ニ
云
ナ
シ
、
一
益
ノ
邪
義
ナ
ト
ヽ
申
サ
ル
ヽ
ハ
甚
タ

コ
ヽ
ロ
ヘ
難
シ
、
一
宗
ノ
能
化
職
ニ
安
心
相
違
ア
リ
ト
云
テ
ハ

天
下
万
人
ノ
惑
ニ
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
吟
味
セ
ネ
ハ
ス
マ
ヌ
コ

ト
ナ
リ

一
サ
レ
ハ
ソ
ノ
コ
ト
デ
コ
ザ
リ
マ
ス
、
私
モ
ソ
ノ
多
ク
ノ
人
ノ
惑

ニ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
恐
レ
テ
弁
シ
マ
ス
ル
、
ス
テ
ニ
先
年
御
本
山
ニ

テ
御
穿
議
ア
ソ
ハ
サ
レ
タ
長
門
円
空
カ
タ
ク
ヒ
ノ
惑
カ
出
来
マ

ス
ル
ユ
ヘ

一
然
ラ
ハ
長
門
ノ
円
空
ハ
霖
師
ノ
門
弟
ナ
リ
ヤ

一
イ
ヤ
門
弟
ナ
レ
ハ
霖
師
ノ
意
ヲ
得
テ
惑
ハ
サ
ル
ヘ
ケ
レ
ト
、
此

文
ニ
依
テ
門
弟
ノ
外
ノ
者
カ
謬
テ
一
益
ノ
邪
義
ニ
ナ
ル
ヲ
甚
タ

ナ
ケ
カ
シ
ク
存
シ
テ
評
シ
マ
ス
ル

一
曇
蔵
云
、
先
ツ
外
ノ
コ
ト
ハ
サ
シ
オ
カ
レ
テ
、
先
日
ノ
論
シ
カ

カ
リ
ナ
レ
ハ
一
益
ノ
文
証
ヲ
御
出
シ
ナ
サ
レ

一
継
成
ト
カ
メ
テ
云
、
其
許
ハ
名
ハ
何
ト
申
ス
人
ソ
、
此
方
ノ
相

手
ハ
智
暹
一
人
ナ
レ
ハ
外
ヨ
リ
助
言
メ
サ
レ
ナ

一
曇
蔵
云
、
私
ハ
長
州
明
厳
寺
随
円
ト
申
ス

一
随
円
ト
ハ
先
年
曇
蔵
ト
名
ノ
リ
タ
ル
人
ナ
ラ
ス
ヤ

一
ナ
ル
ホ
ト
昔
ハ
曇
蔵
、
今
ハ
随
円

一
其
曇
蔵
ニ
ハ
別
ニ
吟
味
ノ
筋
モ
ア
リ
、
コ
レ
ハ
重
テ
申
シ
談
ス

ヘ
シ
、
先
今
日
ハ
ヒ
カ
ヘ
ラ
レ
ヨ

一
イ
ヤ
ソ
ノ
義
ハ
ト
モ
カ
ク
モ
、
先
日
御
役
人
中
方
ヘ
御
願
ヒ
申

真
浄
寺
、
老
人
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
忘
却
イ
タ
ス
コ
ト
モ
ア
レ
ハ
、

助
ケ
テ
論
談
仕
度
候
旨
願
ヒ
御
聞
届
ケ
ユ
ヘ
、
先
日
モ
助
言
仕

リ
候
ヘ
ハ
今
日
モ
ソ
ノ
通
リ
、
身
分
一
己
ノ
御
吟
味
ア
ラ
ハ
御

役
人
中
ヨ
リ
仰
セ
付
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
今
日
ハ
真
浄
寺
門

人
ノ
随
円
ナ
レ
ハ
老
人
ヲ
助
ケ
テ
論
談
仕
リ
マ
ス
、
御
役
人
中

様
方
イ
カ
カ
思
召
マ
ス
ソ

一
下
間
大
進
殿
云
、
ナ
ル
ホ
ト
先
日
願
ニ
ヨ
リ
テ
、
真
浄
寺
老
人

ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
間
々
ニ
助
言
イ
タ
ス
ヘ
キ
ヨ
シ
申
付
タ
ル
コ
ト
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ナ
レ
ト
、
随
円
一
人
ニ
カ
キ
ル
コ
ト
ニ
非
レ
ハ
、
ソ
ノ
余
ノ
門

人
ド
レ
ナ
リ
ト
モ
一
人
助
言
セ
ラ
レ
テ
シ
カ
ル
ヘ
シ

一
智
暹
云
、
イ
ヤ
先
日
ハ
御
相
手
モ
三
人
、
然
ル
ニ
今
日
ハ
御
人

数
モ
二
人
増
テ
見
ヘ
マ
ス
レ
ハ
、
私
共
モ
一
人
ニ
カ
キ
ラ
ス
立

カ
ワ
リ
助
言
仕
リ
度
存
シ
候

一
大
進
殿
云
、
学
林
ヨ
リ
出
ル
人
ハ
所
化
中
ノ
総
代
、
コ
ト
ニ
能

化
ヨ
リ
指
図
ニ
テ
出
サ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
レ
ハ
幾
人
ア
リ
テ
モ
同
シ

コ
ト
、
其
方
ハ
真
浄
寺
一
人
ニ
局
ル
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
老
人
ノ

コ
ト
ユ
ヘ
助
言
致
シ
度
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
多
勢
口
々
ニ
申
サ
レ

テ
ハ
サ
ハ
カ
シ
ヽ
、
何
レ
ナ
リ
ト
モ
一
人
申
サ
レ
ヨ
、
ソ
レ
モ

真
浄
寺
ヲ
ノ
ケ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
休
息
ノ
間
ヲ
助
言
セ
ラ
レ
ヨ

一
随
円
論
者
ニ
向
テ
云
、
此
ハ
互
ノ
論
談
ナ
レ
ハ
何
事
モ
ソ
コ
モ

ト
カ
タ
ノ
指
図
ハ
受
マ
セ
ヌ

一
論
者
功
存
云
、
今
日
手
前
共
出
座
イ
タ
ス
コ
ト
ハ
、
只
今
御
役

人
中
ノ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
如
ク
、
学
林
ヨ
リ
総
代
ト
シ
テ
御
本
山
及

ヒ
学
職
ノ
命
ヲ
ウ
ケ
テ
参
ル
ナ
リ
、
学
林
ハ
御
本
山
役
所
、
能

化
ハ
宗
教
ノ
規
矩
、
シ
カ
ル
ニ
ソ
ノ
能
化
ヲ
邪
義
ト
申
サ
ル
ル

ユ
ヘ
ソ
ノ
是
非
ヲ
糺
明
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
、
互
ニ
私
ノ
議
論
ナ
ラ

ハ
何
ユ
ヘ
御
前
ニ
テ
論
ス
ヘ
キ
ヤ
、
先
師
ヲ
邪
義
ト
申
サ
ル
ヽ

コ
ト
ヲ
糺
明
イ
タ
ス
ナ
リ
、
互
ニ
論
ト
ハ
思
ハ
ル
ヽ
ナ

一
智
暹
云
、
然
ラ
ハ
議
論
ヲ
御
立
テ
ナ
サ
レ
、
随
円
カ
云
ク
、
私

カ
先
剋
ヨ
リ
申
上
ケ
マ
ス
ル
心
底
ハ
、
真
浄
寺
ハ
老
人
ノ
コ
ト

ナ
レ
ハ
長
談
ニ
及
ヒ
、
若
口
上
ノ
ヲ
チ
モ
ア
レ
ハ
文
義
ノ
正
意

ア
ラ
ハ
レ
ス
本
意
ヲ
失
ヒ
候
コ
ト
ユ
ヘ
、
為
法
ノ
心
ヨ
リ
安
心

ノ
正
統
ヲ
伝
ヘ
、
聖
人
ノ
法
流
ヲ
明
ニ
致
シ
度
助
言
仕
リ
度
存

シ
奉
リ
候

一
大
進
殿
云
、
本
人
ヲ
指
置
テ
其
方
カ
論
談
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
真
浄
寺

休
息
ノ
間
ニ
ハ
代
テ
論
ス
ヘ
シ
、
一
同
ニ
口
々
ニ
ハ
必
云
ヘ
カ

ラ
ス

一
論
者
云
、
一
益
ト
云
名
目
カ
ア
レ
ハ
邪
義
ニ
ナ
ル
ト
云
コ
ト
カ

一
名
ハ
カ
リ
ニ
非
ス
、
義
カ
ア
レ
ハ
則
チ
一
益
ノ
邪
義
ニ
ナ
リ
マ

ス
ル
、
然
ラ
ハ
コ
ノ
文
ハ
一
益
デ
ハ
コ
サ
ラ
ヌ
カ

一
多
端
ニ
ナ
レ
ハ
義
カ
紛
ル
ヽ
、
先
ツ
口
々
ニ
ハ
云
ハ
ス
ト
モ
黙

シ
テ
文
ヲ
解
ス
ル
ヲ
キ
カ
レ
ヨ
、
合
為
一
益
ト
ハ
必
定
ノ
名
ヲ

（
マ
マ
）

釈
ス
、
竜
樹
正
定
・
滅
度
ノ
二
ヲ
合
シ
テ
一
必
定
ト
ス
ト
云
コ

ト
ナ
リ
、
故
ニ
今
ノ
必
定
ノ
名
ニ
ハ
正
定
ト
滅
度
ト
ノ
二
義
ヲ

含
ム
ナ
リ

テ

一
暹
曰
、
必
定
ノ
名
ヲ
釈
ス
ル
ナ
ラ
ハ
謂
レ

之
ヲ

言
二

必
定
一

ト
云

マ
テ
ニ
テ
、
其
次
ノ
文
カ
ナ
ケ
レ
ハ
ヨ
ケ
レ
ト
モ
、
次
ニ
是
ヲ

合
シ
テ
正
定
及
滅
度
為
一
益
ト
云
ハ
大
ニ
人
ノ
惑
フ
コ
ト
ナ
ラ

ス
ヤ

一
天
倪
云
、
サ
レ
ハ
ソ
コ
ノ
コ
ト
マ
ツ
〳
〵
黙
シ
テ
文
ヲ
解
ス
ル

ヲ
聞
テ
、
不
審
カ
ア
ラ
ハ
後
々
向
レ
ヨ
、
文
ヲ
解
シ
畢
ラ
ネ
ハ

義
ハ
ア
ラ
ハ
レ
ヌ
、
ソ
ノ
必
定
ト
云
ハ
何
ニ
必
定
ス
ル
コ
ト
ヽ

思
ハ
ル
ヽ
ヤ
、
必
ス
滅
度
ニ
至
ル
ニ
定
ル
ユ
ヘ
ニ
必
定
ト
云
、

正
定
聚
ニ
住
ス
ル
故
滅
度
ニ
至
ル
、
何
ユ
ヘ
正
定
ト
云
ソ
、
滅

度
ニ
至
ル
ニ
定
ル
カ
故
ニ
、
コ
ノ
正
定
及
滅
度
ヲ
竜
樹
合
シ
テ

一
益
ト
シ
テ
必
定
ト
云
コ
ト
ナ
リ

一
随
円
云
ヒ
マ
キ
ラ
カ
シ
テ
云
、
何
分
此
間
仰
セ
ラ
レ
タ
滅
度
カ

現
生
ヘ
通
ス
ル
ト
云
文
証
ヲ
出
シ
玉
ヘ
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一
マ
ア
ダ
マ
ラ
ン
ヤ
レ
、
文
証
モ
出
シ
テ
御
目
ニ
カ
ケ
ヨ
カ
、
先

ツ
始
終
ヲ
ト
ク
ト
聞
畢
ラ
レ
ヨ
、
ソ
ノ
益
ノ
顕
現
ス
ル
ハ
浄
土

ニ
至
テ
後
ノ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
法
体
融
即
ノ
辺
テ
ハ
法
体
不
可

思
議
ノ
益
ハ
密
ニ
現
生
ニ
通
ス
ル
義
モ
ア
ル
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ

機
辺
ニ
ハ
ア
ツ
カ
ラ
ス

一
暹
云
、
機
辺
ニ
ア
ツ
カ
ラ
ヌ
滅
度
ト
云
カ
有
ル
カ
、
滅
度
ハ
即

涅
槃
ノ
名
ナ
レ
ハ
先
ソ
ノ
涅
槃
ノ
体
ヲ
定
メ
タ
マ
ヘ
、
四
種
ノ

涅
槃
ノ
中
テ
ハ
コ
ノ
涅
槃
ハ
何
レ
ニ
ア
タ
ル
ヤ

一
不
断
煩
悩
得
涅
槃
ト
云
涅
槃
ニ
テ
極
楽
ノ
妙
証
也

一
ソ
ノ
極
楽
ノ
妙
証
涅
槃
ト
ハ
四
種
ノ
中
テ
ハ
何
レ
ニ
ア
タ
ル
ヤ

一
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
枝
葉
ニ
ト
リ
ツ
キ
紛
ラ
サ
レ
テ
ハ
多
端
ニ
ナ
リ
テ

論
カ
分
レ
ヌ
、
本
ヨ
リ
祖
師
ノ
御
判
釈
ニ
四
種
ノ
涅
槃
ノ
沙
汰

ハ
ナ
キ
コ
ト
、
其
許
ハ
祖
釈
ノ
文
証
ナ
ケ
レ
ハ
義
ハ
有
テ
モ
法

門
ハ
成
立
セ
ヌ
ト
云
ハ
ル
ヽ
ガ
、
極
楽
ノ
涅
槃
ニ
配
当
シ
テ
解

シ
タ
ル
祖
釈
ア
リ
ヤ

一
祖
釈
ハ
無
ク
テ
モ
涅
槃
ノ
体
ヲ
定
ル
ト
キ
ハ
コ
ノ
涅
槃
ハ
何
ニ

当
ル
ト
、
体
ヲ
定
メ
ネ
ハ
ス
マ
ヌ
コ
ト

一
他
人
ノ
義
ハ
祖
判
ノ
文
証
ナ
ケ
レ
ハ
合
点
セ
ヌ
ト
云
テ
、
自
身

ノ
所
立
ハ
文
証
ナ
ク
テ
モ
立
ル
ト
ハ
甚
タ
無
理
ナ
リ
、
傍
論
ヤ

言
ハ
咎
メ
ヲ
止
メ
テ
文
ヲ
解
ス
ル
ヲ
能
キ
カ
レ
ヨ
、
折
衝
篇
ニ

書
レ
タ
先
師
ノ
意
ヲ
合
点
ス
ヘ
シ
、
大
体
カ
十
住
論
ノ
文
不
退

ノ
益
ハ
諸
仏
ニ
通
ス
、
而
シ
テ
ソ
ノ
不
退
ノ
益
現
来
ニ
通
ス
ル

ア
リ
、
唯
現
生
ニ
局
ル
ア
リ
、
若
シ
局
テ
現
生
ノ
不
退
ト
ノ
ミ

云
ハ
ヽ
諸
仏
ノ
益
ニ
濫
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、
理
実
ニ
生
後
ノ
益
ト
云

テ
弥
陀
ノ
別
徳
ヲ
顕
ス
コ
ヽ
ロ
ナ
リ

レ

一
論
者
ノ
言
バ
未
ル
ニ

畢
智
暹
申
テ
云
、
先
御
待
ナ
サ
レ
、
聖
人

様
ノ
憶
念
弥
陀
仏
本
願
自
然
即
時
入
必
定
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
必
定

ハ
、
現
益
カ
当
益
カ

一
知
レ
タ
コ
ト
、
即
時
入
必
定
ハ
現
益
ナ
リ

一
然
ラ
ハ
何
ソ
必
定
ヲ
生
後
ノ
益
ト
云
テ
、
ナ
セ
当
来
ヘ
属
セ
ラ

ル
ヽ
ヤ
、
聖
人
ノ
御
釈
行
巻
ニ
、
十
方
群
生
海
帰
命
斯
行
信
者
、

（
名
脱
カ
）

摂
取
不
捨
ノ

故
阿
弥
陀
仏
、
是
曰
他
力
、
是
以
竜
樹
大
士
曰
即

時
入
必
定
、
曇
鸞
大
師
云
入
正
定
聚
之
数
、
仰
可
憑
斯
、
専
可

行
斯
也
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
、
鸞
師
ノ
当
来
ノ
益
ト
ナ
サ
ル
ヽ
入
正

定
聚
之
数
ト
云
モ
ノ
サ
ヘ
現
生
ノ
益
ト
定
メ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
、
祖

師
ノ
御
釈
ニ
戻
リ
テ
必
定
ヲ
彼
土
ノ
益
ト
ス
ル
御
料
簡
何
ト
モ

合
点
マ
イ
ラ
ズ
、
凡
ソ
当
流
ノ
御
門
葉
愚
痴
无
痴
ノ
尼
入
道
マ

テ
信
決
定
ス
レ
ハ
、
今
生
カ
ラ
正
定
聚
ノ
位
ニ
定
ル
ト
云
ヲ
有

難
カ
リ
テ
居
ル
モ
ノ
ヲ
却
テ
彼
土
ノ
益
ト
シ
、
又
滅
度
ハ
当
来

ノ
証
果
ニ
シ
テ
凡
地
ニ
シ
テ
ハ
サ
ト
ラ
レ
ス
ト
ノ
玉
ヒ
、
ス
ナ

ハ
チ
穢
身
捨
ハ
テ
ヽ
ト
モ
仰
セ
ラ
レ
タ
ル
分
明
ノ
祖
釈
ニ
ソ
ム

キ
テ
、
滅
度
ノ
益
ヲ
密
ニ
ハ
現
生
ニ
通
ス
ル
ト
ハ
何
タ
ル
御
料

簡
ソ
ヤ
、
一
益
ノ
邪
義
ニ
類
ス
ル
ト
私
カ
申
カ
無
理
テ
御
坐
リ

マ
ス
カ

一
継
成
云
、
サ
レ
ハ
ソ
ノ
コ
ト
前
剋
ヨ
リ
モ
ソ
ノ
ワ
ケ
ヲ
ミ
ナ

〳
〵
弁
セ
ラ
ル
レ
ト
モ
、
人
ノ
云
コ
ト
ヲ
ト
ク
ト
キ
ヽ
モ
セ
ス

取
マ
キ
ラ
カ
サ
ル
ヽ
故
道
理
カ
分
レ
ヌ
ナ
リ
、
先
ツ
霖
師
書
籍

ノ
大
体
ヲ
合
点
セ
ラ
レ
ヨ
、
霖
師
平
生
ノ
ス
ヽ
メ
ニ
御
文
章
等

ニ
背
キ
テ
、
此
土
ノ
正
定
聚
・
彼
土
ノ
滅
度
ト
云
コ
ト
ヲ
談
セ

ス
シ
テ
合
シ
テ
一
益
ト
ス
、
現
生
ノ
密
益
ニ
通
ス
ル
ト
申
サ
ル
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ヽ
ナ
ラ
ハ
、
成
程
其
許
ノ
難
セ
ラ
ル
ヽ
カ
道
理
ナ
レ
ト
モ
、
霖

師
自
身
ノ
領
解
人
ニ
ス
ヽ
メ
ラ
ル
ヽ
処
モ
少
モ
紛
ハ
シ
キ
コ
ト

ナ
シ
ト
云
ハ
、
処
々
ノ
文
ニ
有
テ
昭
々
乎
タ
リ
、
シ
カ
レ
ト
モ

ス
ヘ
テ
誰
レ
テ
モ
書
ヲ
著
ス
ニ
随
自
ノ
説
モ
ア
リ
、
随
他
ノ
説

モ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
折
衝
篇
ハ
鳳
潭
ノ
難
ニ
答
ル
書
ナ
レ
ハ
随

他
ノ
説
モ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ

一
コ
レ
〳
〵
御
待
ナ
サ
レ
、
著
述
ノ
書
ニ
随
自
・
随
他
カ
有
ル
ト

ハ
合
点
ノ
ユ
カ
ヌ
コ
ト
、
随
自
意
・
随
他
意
ト
ノ
説
ト
ハ
仏
ノ

位
テ
ナ
ケ
レ
ハ
云
ハ
レ
ヌ
コ
ト
、
ナ
ン
ホ
能
化
ノ
説
ナ
レ
ハ
ト

テ
随
自
・
随
他
カ
ア
ル
ト
ハ
申
サ
レ
マ
セ
ヌ

一
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
言
ハ
咎
メ
ヲ
セ
ラ
レ
テ
ハ
傍
論
ニ
ナ
ル
、
共
許
シ

テ
申
ス
名
目
ユ
ヘ
例
シ
テ
申
シ
タ
モ
ノ

一
シ
カ
ラ
ハ
随
自
・
随
他
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
御
口
上
ハ
申
ア
ヤ
マ
リ

シ
ヤ
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
カ

一
傍
ヨ
リ
恵
舶
云
、
コ
ヽ
ノ
折
衝
篇
ノ
文
ハ
随
自
・
随
他
テ
ハ
解

セ
ラ
レ
マ
セ
ヌ

一
天
倪
云
、
ソ
レ
ハ
申
シ
ア
ヤ
マ
リ
ナ
ラ
ハ
誤
リ
ト
片
付
テ
置
テ

ナ
リ
ト
モ
、
ト
カ
ク
先
師
ノ
書
籍
ヲ
相
手
ニ
セ
ラ
レ
ヨ
、
タ
ト

ヒ
手
前
ト
モ
ハ
口
上
ノ
不
調
法
カ
ア
リ
テ
モ
霖
師
ニ
ハ
ア
ツ
カ

ラ
ヌ
コ
ト
、
席
上
ノ
言
ハ
咎
メ
ヲ
ヤ
メ
霖
師
ノ
書
籍
ヲ
相
手
ニ

シ
テ
邪
正
ヲ
決
セ
ラ
レ
ヨ

一
随
円
マ
タ
激
ス
ル
色
ニ
テ
声
ヲ
発
シ
テ
云
、
ス
ヘ
テ
論
場
テ
ハ

物
カ
ラ
ノ
体
ヲ
キ
ハ
メ
テ
カ
ヽ
ラ
ネ
ハ
論
ハ
イ
ツ
マ
テ
モ
分
ラ

ヌ
モ
ノ
、
コ
レ
ハ
黒
ナ
リ
、
コ
レ
ハ
白
ナ
リ
ト
分
明
ニ
ワ
カ
ラ

ネ
ハ
キ
コ
エ
マ
セ
ヌ
、
体
ヲ
定
メ
テ
論
量
ヲ
御
立
テ
ナ
サ
レ
マ

セ
一
功
存
云
、
マ
ア
〳
〵
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
セ
カ
ス
ト
モ
、
ト
ク
ト
心
ヲ

シ
ツ
メ
テ
聞
レ
ヨ
、
コ
レ
ハ
我
執
テ
論
ス
ル
コ
ト
ニ
非
ス
、
一

大
事
ノ
法
門
、
互
ニ
研
窮
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、
先
ツ
元
来
先

師
ノ
此
釈
ノ
興
ル
所
以
ハ
、
鳳
潭
ノ
意
ニ
コ
ノ
弥
陀
ノ
徳
ヲ
諸

仏
ナ
ミ
〳
〵
ニ
下
サ
ン
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ユ
ヘ
、
此
必
定
ヲ
現
益
ト

ノ
ミ
イ
ハ
ハ
弥
陀
ノ
別
徳
タ
ル
往
生
ノ
益
ア
ラ
ハ
レ
ス
、
又
当

来
ノ
益
ト
シ
テ
モ
ナ
ミ
〳
〵
ノ
必
定
ト
シ
テ
ハ
、
弥
陀
浄
土
ノ

往
生
即
成
仏
ノ
徳
カ
ア
ラ
ハ
レ
ヌ
ユ
ヘ
、
因
果
相
即
ノ
言
ヲ
加

ヘ
テ
浄
土
ノ
必
定
ノ
常
途
ニ
越
タ
ル
コ
ト
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
、
理
実

ニ
当
来
ノ
益
ト
コ
ト
ハ
リ
テ
、
浄
土
門
ノ
常
則
タ
ル
往
生
ヲ
以

テ
弥
陀
ノ
別
徳
タ
ル
コ
ト
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
、
現
文
ノ
即
時
ノ
益
ト

云
モ
当
来
ノ
益
ノ
密
ニ
今
生
ニ
及
フ
モ
ノ
ナ
リ
、
況
ヤ
論
文
即

時
入
必
定
ト
云
文
ノ
前
ニ
得
生
彼
国
者
ノ
文
ア
ル
ヲ
ヤ
、
ソ
ノ

往
生
ノ
益
諸
仏
章
ニ
ナ
キ
ト
コ
ロ
ノ
弥
陀
ノ
別
益
ナ
リ
、
又
合

シ
テ
一
益
ト
ス
ル
ト
ハ
、
論
ノ
長
行
ノ
文
ニ
ハ
即
入
必
定
得
阿

耨
菩
提
ト
ア
レ
ハ
二
益
明
ニ
分
レ
タ
リ
、
偈
ハ
文

笮

カ
故
タ

ス
ボ
キ

ヽ
即
時
入
必
定
ト
ハ
カ
リ
有
ナ
リ
、
コ
ノ
必
定
ノ
言
二
益
ヲ
合

説
シ
テ
必
定
ノ
一
益
名
ト
シ
玉
ヘ
ル
ナ
リ
、
モ
ト
ヨ
リ
コ
ノ
二

益
浄
土
テ
見
レ
ハ
因
果
相
即
ノ
モ
ノ
ナ
リ
、
コ
ノ
必
定
密
益
ニ

テ
ハ
今
生
ノ
必
定
ナ
レ
ト
モ
、
理
実
ニ
ハ
往
生
シ
テ
当
来
ニ
ア

ラ
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
ト
宗
ノ
常
則
ヘ
結
帰
シ
玉
ヘ
リ
、
故
ニ
笑
螂
臂

上
之
下
十七

ニ
釈
云
、
阿
弥
陀
仏
本
願
如
是
若
人
念
心
念
信
心
相
続
上
尽
一
形

下
云
心
念
阿
弥
陀
者
是
也

我
称
名
自
帰
一
心
帰

命
一
念

即
時
入
必
定
現
生
不
退

小
経
ノ
意

得
阿
耨
菩
提
当益

ト
、
コ
ノ
文

ヲ
見
ヨ
、
霖
師
ノ
説
何
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ア
ル
ヤ
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一
暹
云
、
タ
ト
ヒ
外
ニ
ハ
イ
カ
ヤ
ウ
ニ
尺
シ
テ
有
テ
モ
、
コ
ヽ
ノ

折
衝
篇
ノ
文
カ
合
点
カ
ユ
キ
マ
セ
ヌ
、
正
定
・
滅
度
合
シ
テ
一

益
ト
ス
ト
云
文
証
ヲ
御
出
シ
成
サ
レ

一
文
ヲ
尺
ス
ル
ニ
マ
タ
文
証
カ
入
ル
コ
ト
カ
、
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
何
モ

角
モ
一
々
ノ
釈
ニ
文
証
カ
ナ
ケ
レ
ハ
ウ
ケ
カ
ワ
ヌ
ト
ア
ル
コ
ト

ナ
ラ
ハ
、
其
許
ノ
著
述
セ
ラ
レ
タ
樹
心
録
ヤ
流
情
記
ノ
尺
ニ
モ

イ
ク
ラ
モ
不
審
ナ
処
カ
ア
ル
カ
、
ア
レ
モ
一
々
文
証
有
テ
云
ハ

ル
ヽ
コ
ト
カ
、
合
点
ノ
ユ
カ
ヌ
コ
ト
ナ
リ

一
暹
云
、
然
ラ
ハ
聖
人
様
ノ
即
時
入
必
定
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ
必
定
ト
、

龍
樹
ノ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
必
定
ト
ハ
位
カ
違
カ

一
コ
レ
ハ
シ
タ
リ
、
何
ト
云
コ
ト
ヲ
云
ハ
ル
ヽ
ヤ
、
竜
樹
ノ
必
定

ハ
位
カ
高
シ
、
祖
師
ノ
所
謂
必
定
ハ
位
カ
卑
ノ
ナ
ン
ノ
ト
云
差

別
ノ
ア
ル
ヘ
キ
ヤ
ウ
ナ
シ
、
機
ヨ
リ
云
ハ
ヽ
浅
シ
卑
シ
ト
モ
云

ヘ
ケ
レ
ト
、
法
体
不
可
思
議
ノ
益
ヲ
論
ス
レ
ハ
奥
ユ
キ
ノ
シ
レ

（
其
脱
カ
）

ヌ
モ
ノ
ナ
リ
、
然
ラ
ハ
許
ハ
論
ノ
入
必
定
ハ
位
ノ
卑
ヒ
浅
ヒ
モ

ノ
ト
存
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ

一
私
ハ
信
心
ヲ
獲
得
シ
タ
ル
場
処
ノ
心
不
退
ノ
位
ヲ
必
定
ト
云
ト

心
得
テ
居
マ
ス
ル

一
ソ
レ
ハ
誰
レ
モ
同
シ
コ
ト
、
ソ
ノ
相
ヲ
云
ヘ
ハ
浅
キ
ヤ
ウ
ニ
思

ヘ
ト
モ
、
臨
終
一
念
ノ
夕
大
般
涅
槃
ヲ
超
証
ス
ル
カ
ラ
、
思
テ

見
レ
ハ
通
途
ナ
ミ
〳
〵
ノ
不
退
ニ
非
ル
コ
ト
カ
シ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ

一
何
ホ
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
モ
私
ハ
得
心
イ
タ
サ
ス
、
滅
度
カ
現
益
ニ

通
ス
ル
ト
云
文
証
ヲ
御
出
シ
ナ
サ
レ

一
文
証
ヲ
出
セ
ナ
ラ
ハ
出
シ
テ
見
セ
ウ
カ
、
文
証
サ
ヘ
ア
レ
ハ
シ

カ
ト
其
許
ハ
ウ
ケ
カ
ハ
ル
ヽ
ヤ

一
イ
ヤ
先
御
尋
申
ス
ヘ
シ
、
正
定
ト
必
定
ト
ハ
同
シ
モ
ノ
カ
別
ナ

モ
ノ
カ

一
名
ハ
別
ニ
シ
テ
体
ハ
同
ナ
リ
、
但
シ
必
定
ハ
下
ニ
菩
提
ノ
言
无

キ
ト
キ
ハ
名
位
明
ラ
カ
ナ
ラ
ス

一
然
ラ
ハ
ナ
セ
ニ
必
定
ヲ
当
来
ノ
益
ト
仰
ラ
ル
ヽ
ヤ
、
娑
婆
ニ
於

テ
一
念
帰
命
ノ
時
必
定
ト
云
位
ニ
入
ル
ニ
ア
ラ
ス
ヤ

一
必
定
ト
云
位
ノ
名
目
カ
ア
ル
コ
ト
カ

一
暹
云
ハ
ク
、
必
定
聚
ノ
位
ト
申
シ
マ
セ
ヌ
カ

一
必
定
聚
ト
ハ
替
リ
タ
名
目
ツ
イ
ニ
承
ハ
ラ
ス

一
末
座
ヨ
リ
弟
子
救
テ
云
、
ソ
ノ
名
目
御
座
リ
マ
ス

一
何
レ
ノ
処
ニ
ア
リ
ヤ

一
必
定
ノ
菩
薩
ト
コ
サ
リ
マ
ス

一
必
定
ノ
菩
薩
ト
コ
ソ
云
ヘ
、
必
定
聚
ノ
位
ト
ハ
何
処
ニ
ア
リ
ヤ

一
随
円
云
、
コ
レ
ハ
老
人
ノ
コ
ト
ユ
ヘ
言
便
ノ
ア
ヤ
マ
リ
、
聚
ノ

字
ヲ
加
ヘ
タ
ユ
ヘ
御
耳
ニ
サ
ハ
リ
マ
シ
タ
カ
、
傍
論
ヲ
ヤ
メ
テ

議
論
ヲ
ナ
サ
レ
、
菩
提
・
涅
槃
ハ
智
断
ノ
二
果
ニ
テ
同
シ
モ
ノ

ナ
リ
、
然
レ
ハ
論
文
ノ
即
時
入
必
定
ハ
現
益
ナ
リ
、
得
阿
耨
菩

提
ハ
当
益
ニ
テ
、
二
益
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
合
シ
テ
為
二

一
益
一

ト
云

文
証
ヲ
出
シ
玉
ヘ

一
マ
ダ
云
ハ
ル
ヽ
カ
、
文
ヲ
尺
ス
ル
ニ
文
証
カ
入
ル
モ
ノ
カ

一
イ
ヤ
先
日
仰
セ
ラ
レ
タ
滅
度
カ
現
益
ニ
通
ス
ル
ト
云
文
証
ヲ
御

出
シ
ナ
サ
レ

一
成
程
ソ
ノ
文
証
ナ
ラ
ハ
出
シ
テ
見
セ
ウ
カ
、
文
証
サ
ヘ
ア
レ
ハ

義
ハ
合
点
シ
テ
ウ
ケ
カ
ワ
ル
ヽ
カ

一
私
共
ハ
ト
カ
ク
蓮
師
ノ
御
文
章
ニ
ソ
ム
ク
ユ
ヘ
何
程
仰
セ
ラ
レ
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テ
モ
得
心
イ
タ
サ
ス
、
滅
度
カ
現
生
ヘ
通
ス
ト
云
祖
判
ノ
明
証

ア
ラ
ハ
出
シ
タ
マ
ヘ

一
然
ラ
ハ
イ
ツ
マ
テ
モ
祖
判
ノ
明
証
ナ
ケ
レ
ハ
タ
ト
ヒ
義
ハ
成
シ

テ
モ
肯
ハ
レ
ヌ
カ
、
又
密
益
テ
モ
法
体
不
思
議
ノ
妙
益
テ
モ
カ

タ
ク
滅
度
ハ
現
生
ヘ
通
セ
ヌ
ト
思
ハ
ル
ヽ
カ
、
又
通
ス
ル
ト
云

ヘ
ハ
邪
義
ト
云
コ
ト
カ

一
邪
義
ナ
ラ
ン
ヤ
ト
疑
ハ
シ
ク
存
ス
ル
コ
ト
ニ
テ
候

一
文
面
ニ
付
テ
疑
ハ
シ
キ
コ
ト
ア
ラ
ハ
講
釈
テ
モ
聞
テ
疑
ヲ
ハ
ラ

サ
レ
ヨ
、
邪
カ
正
カ
疑
ハ
シ
キ
分
斉
ニ
テ
決
定
モ
セ
ヌ
コ
ト
ナ

ラ
ハ
、
ナ
ゼ
カ
ロ
〳
〵
シ
ク
一
宗
ノ
能
化
ヲ
邪
義
ト
謗
ラ
ル
ヽ

ヤ
、
余
ノ
コ
ト
ハ
イ
ラ
ヌ
、
今
日
ハ
其
許
カ
霖
師
ヲ
邪
義
ト
云

ハ
ル
ヽ
カ
、
イ
ヨ
〳
〵
邪
義
カ
邪
義
デ
ナ
イ
カ
ト
云
コ
ト
ヲ
決

セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
祖
判
ノ
明
文
カ
ナ
ケ
レ
ハ
イ
ヨ
〳
〵
霖
師
ノ

邪
義
ト
決
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
、
サ
ア
返
答
ヲ
承
フ

一
私
共
ハ
ナ
カ
ク
御
文
章
ノ
高
判
ニ
ヨ
リ
テ
、
御
文
章
ニ
ソ
ム
ク

ハ
非
義
ト
存
シ
マ
ス
ル

一
霖
師
ノ
安
心
・
自
行
化
他
共
ニ
御
文
ニ
ソ
ム
ク
コ
ト
微
塵
モ
ナ

キ
コ
ト
諸
文
分
明
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
法
ノ
高
妙
ヲ
論
ス
ル
ニ
至

テ
ハ
、
本
願
不
思
議
ノ
利
益
密
ニ
現
生
ニ
通
ス
ル
ト
云
カ
何
ユ

ヘ
邪
義
ニ
ナ
ル
コ
ト
ソ
、
又
霖
師
ノ
説
モ
余
処
ハ
正
義
ナ
レ
ト

モ
、
此
折
衝
ノ
一
文
カ
邪
義
ニ
ナ
ル
ト
云
コ
ト
カ
、
イ
カ
ヽ

一
此
一
文
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
蹄
涔
・
窺
班
等
ノ
諸
文
疑
ハ
シ
キ
処
ロ

オ
ヽ
シ
、
一
一
文
ヲ
出
シ
テ
御
尋
ネ
申
シ
タ
シ

一
成
程
一
々
会
通
シ
テ
聞
セ
申
サ
ン
、
去
ナ
カ
ラ
義
ハ
一
貫
ナ
レ

ハ
、此
文
一
ツ
会
得
セ
ラ
ル
レ
ハ
外
ハ
自
ラ
准
シ
テ
知
ラ
ル
ヽ
、

此
一
文
ニ
付
テ
ト
ク
ト
定
メ
ラ
レ
ヨ
、
然
ラ
ハ
其
許
ノ
所
立
ハ

タ
ト
ヒ
法
体
不
思
議
ノ
徳
ニ
テ
モ
滅
度
ハ
必
ス
当
来
ニ
局
テ
、

密
益
モ
現
世
ニ
ハ
一
向
通
セ
ヌ
ト
定
メ
ラ
ル
ヽ
ヤ

一
暹
分
明
ニ
答
テ
云
、
ナ
ル
ホ
ト
滅
度
ハ
密
ニ
モ
現
世
ニ
ハ
通
セ

ヌ
ナ
リ

一
シ
カ
ト
左
様
カ

一
ナ
ル
ホ
ト
現
世
ヘ
ハ
密
ニ
モ
通
シ
ハ
致
シ
マ
セ
ヌ

一
ヨ
シ
〳
〵
ソ
レ
テ
其
許
ノ
所
立
ハ
此
方
ヘ
承
リ
届
タ
、
今
一
往

此
方
ノ
所
立
ヲ
申
シ
通
ス
ヘ
シ
、
笑
螂
臂
上
之
下
五右

ニ
釈
シ
テ

ハ

曰
、
我
言
二

密
益
一

者
、
不
二
而
二
故
、
不
二
ハ

約
二

法
体
一

、
顕

密
ハ

約
二

機
辺
一

ト
法
体
融
即
ノ
辺
テ
ハ
正
定
即
滅
度
ナ
レ
ト

モ
、
密
益
ハ
而
二
ノ
辺
ニ
付
テ
云
、
是
正
定
・
滅
度
分
明
ニ
分

タ
上
テ
論
ス
、
然
レ
ト
モ
法
体
不
思
議
ノ
辺
ハ
現
生
ニ
通
ス
ル

義
ア
ル
ヘ
シ

一
然
ラ
ハ
正
定
ヲ
穢
土
ノ
益
ト
シ
、
滅
度
ヲ
彼
土
ノ
益
ト
ス
ル
高

判
ト
ハ
違
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ

一
ハ
テ
サ
テ
ワ
ル
イ
合
点
、
機
辺
ニ
付
テ
不
二
ヲ
論
シ
、
現
益
ニ

通
ス
ト
云
ナ
ラ
ハ
コ
ソ
邪
義
ト
云
ヘ
シ
、
円
頓
不
思
議
ノ
妙
益

ニ
テ
此
方
ニ
ハ
知
ネ
ト
モ
、
法
体
ノ
徳
ニ
ハ
彼
土
ノ
因
果
相
即

ナ
ル
モ
ノ
カ
現
世
ニ
モ
密
ニ
通
ス
ル
ト
云
コ
ト
ナ
リ

一
随
円
云
、
因
果
相
即
ヲ
常
山
ノ
蛇
ノ
首
ヲ
ウ
テ
ハ
尾
至
リ
、
尾

ヲ
ウ
テ
ハ
首
至
ル
ト
云
ヒ
、
喩
テ
正
定
ヲ
挙
レ
ハ
滅
度
々
々
ヲ

挙
レ
ハ
正
定
ト
相
即
ス
ル
ヲ
法
体
ノ
徳
ト
談
セ
ラ
ル
ヽ
、
ソ
ノ

法
体
ト
云
モ
ノ
ト
仏
辺
ト
云
モ
ノ
ハ
同
カ
異
カ

一
法
体
ト
云
モ
仏
辺
ト
云
モ
同
シ
コ
ト
ナ
リ
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一
然
ラ
ハ
先
年
御
本
山
ニ
テ
御
吟
味
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ
長
州
ノ
円
空

邪
義
御
批
判
ノ
記
録
ニ
、
正
定
・
滅
度
ト
モ
ニ
一
願
ニ
誓
タ
マ

フ
故
正
定
・
滅
度
一
益
ト
云
ハ
仏
辺
ニ
付
テ
云
ノ
ミ
文

ト
円
空

カ
申
タ
ル
ヲ
、
其
時
ノ
御
決
断
ニ
、
汝
仏
辺
ニ
約
シ
テ
云
ト
陳

ス
レ
ト
モ
、
一
念
発
起
ノ
場
処
ヲ
機
辺
ニ
必
至
滅
度
ト
コ
ヽ
ロ

ウ
ル
旨
邪
書
ノ
上
ニ
明
白
タ
リ
文

ト
タ
シ
カ
ニ
記
録
ニ
見
ヘ

候
、
法
体
ニ
就
テ
一
益
ヲ
論
ス
レ
ト
モ
則
長
門
ノ
円
空
ト
同
シ

邪
義
テ
ハ
コ
サ
リ
マ
セ
ヌ
カ
、
若
折
衝
篇
ノ
文
ハ
邪
義
ニ
非
ス

ト
ナ
ラ
ハ
、
ナ
セ
円
空
ハ
御
ト
カ
メ
ナ
サ
レ
タ
ソ

一
コ
レ
ハ
近
頃
慮
外
千
万
、
然
ラ
ハ
霖
師
ハ
円
空
ト
同
シ
邪
義
ト

思
ハ
ル
ヽ
ヤ
、
円
空
ハ
言
ニ
ハ
仏
辺
ト
云
ヘ
ト
モ
本
心
ノ
コ
ヽ

ロ
エ
カ
大
ニ
違
フ
ト
云
コ
ト
ナ
リ
、
言
ハ
似
タ
ト
テ
モ
人
ニ
依

テ
大
ニ
違
フ
ナ
リ

一
人
ニ
依
ル
ト
ハ
カ
ワ
ツ
タ
コ
ト
ヲ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
ノ

一
円
人
是
ヲ
ミ
レ
ハ
円
ト
ナ
リ
、
偏
人
是
ヲ
ミ
レ
ハ
偏
ト
ナ
ル
、

二
益
ト
サ
タ
メ
タ
ル
上
ニ
テ
法
徳
益
ノ
高
妙
ヲ
談
ス
ル
故
ニ
、

円
空
ト
ハ
同
日
ノ
談
ニ
非
ス
、
自
力
ノ
慢
心
ヨ
リ
云
ニ
テ
ハ
ナ

キ
ナ
リ

一
暹
云
、
法
体
不
思
議
ノ
益
ニ
モ
セ
ヨ
、
滅
度
ハ
現
生
ニ
通
セ
ヌ

ト
云
カ
御
相
承
ノ
定
判
ナ
リ
、
正
定
聚
ハ
現
益
ナ
リ
ト
聴
聞
シ

テ
諸
人
コ
ソ
リ
テ
ヨ
ロ
コ
フ
コ
ト
ヲ
奪
テ
当
来
ノ
益
ト
シ
、
滅

度
ヲ
現
益
ニ
通
ス
ル
ト
云
ハ
私
共
ハ
何
分
得
心
仕
ラ
ス

一
其
ヤ
ウ
ニ
無
法
ニ
申
破
ラ
ハ
、
ト
テ
モ
云
テ
聞
シ
テ
モ
合
点
ハ

セ
ラ
レ
マ
シ
、
去
ナ
カ
ラ
今
日
ハ
御
前
テ
ノ
論
ナ
レ
ハ
、
御
役

人
方
ヲ
始
メ
列
座
ノ
御
方
ノ
御
聞
ニ
モ
通
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、

霖
師
一
代
ノ
説
正
定
・
滅
度
二
益
ト
談
セ
ラ
ル
ヽ
趣
キ
、
御
文

章
ト
相
違
ナ
キ
文
証
ト
モ
一
二
ヲ
挙
テ
示
ス
ヘ
シ
、
望
溟
記
ハ

先
日
申
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
略
レ

之
、
蹄
涔
記
一
四
十

三

曰
、
高
祖
意

以
二

正
定
一

為
二

此
土
ノ

益
、
同
二
初

云
、
得
二

往
相
心
行
一

現
身

入
大
乗
正
定
部
類
一

、
非
二

小
乗
一

也
、
臨
終
一
念
之
夕
自
至
二

滅
度
一

、
又
二
紙

左

入
正
定
聚
ハ
現
益
、
証
大
涅
槃
当
益
ト
、
其
外

処
々
ニ
散
漫
タ
リ
、
カ
ヽ
ル
明
ナ
ル
文
ヲ
ミ
ス
シ
テ
円
空
ト
同

シ
邪
義
ト
ハ
何
タ
ル
コ
ト
ソ
ヤ
、
慮
外
千
万
也

一
イ
マ
私
共
今
仰
セ
ラ
ル
ヽ
霖
師
ノ
文
ヲ
明
ニ
二
益
ト
ミ
レ
ハ
ソ

レ
ヲ
破
シ
ハ
仕
ラ
ヌ
、
一
益
ト
ア
ル
文
ヲ
ト
カ
メ
マ
ス
ル
ノ
テ

コ
サ
ル

一
霖
師
一
代
明
ニ
二
益
ヲ
談
ス
ル
コ
ト
誰
カ
是
ニ
惑
ヲ
生
ス
ヘ
キ

ヤ
、
滅
度
ノ
コ
ト
ハ
上
ニ
弁
ス
ル
通
リ
ナ
リ
、
扨
其
彼
此
二
土

二
益
ヲ
盛
ニ
談
ス
ル
法
霖
師
カ
、
必
定
ノ
益
二
土
ニ
通
ス
ト
云

ハ
ル
ヽ
ニ
ハ
甚
ワ
ケ
ノ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
、
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
、
経

文
及
ヒ
諸
祖
ノ
尺
ニ
ハ
正
定
聚
ハ
彼
土
ノ
益
ト
ミ
ヘ
テ
ア
ル
モ

ノ
ヲ
、
祖
師
ハ
是
ヲ
現
益
ト
ナ
サ
ル
ヽ
、
ソ
ノ
乖
角
ス
ル
処
ア

ル
ユ
ヘ
、
既
ニ
鳳
潭
吾
祖
ヲ
破
シ
テ
黒
谷
滅
後
ノ
邪
義
ト
云
、

故
ニ
先
師
ツ
ト
メ
テ
是
ヲ
会
通
シ
、
吾
祖
ノ
臨
終
一
念
之
夕
超

証
大
般
涅
槃
ト
ノ
タ
マ
ヘ
ル
モ
ノ
即
吉
水
ノ
正
統
ナ
ル
コ
ト
ヲ

示
ス
ニ
付
テ
、
鸞
師
等
ノ
彼
土
正
定
聚
ト
判
シ
タ
マ
フ
其
正
定

聚
即
滅
度
ナ
レ
ハ
、
吾
祖
ノ
高
判
ト
全
ク
一
ニ
シ
テ
異
ナ
ル
コ

ト
ナ
シ
ト
立
ラ
レ
タ
ル
霖
師
ノ
説
ヲ
イ
カ
ン
ソ
邪
義
ト
云
ハ
ル

ヽ
ヤ
、
円
空
カ
邪
説
ト
ハ
天
地
・
黒
白
、
誰
カ
是
ヲ
マ
ト
ハ
ン

ヤ
、
其
許
ハ
文
ニ
当
テ
破
ス
ル
ノ
ミ
、
惣
体
テ
ハ
霖
師
ヲ
破
セ
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ヌ
ト
申
サ
ル
レ
ト
其
許
著
述
ノ
書
ノ
中
ニ
一
言
モ
霖
師
ヲ
讃
嘆

ス
ル
コ
ト
モ
ナ
ク
、
只
一
文
一
句
ヲ
見
出
シ
テ
、
文
ヲ
曲
ケ
義

ヲ
覆
テ
、
強
テ
一
益
ノ
邪
義
ナ
リ
邪
説
ナ
リ
ト
云
ヒ
、
或
ハ
筆

ル

ニ
ア
ラ
ハ
シ
テ
、
其
蔽
全
ク
起
二

於
日
溪
一

誠
祖
宗
門
下
之
罪

人
也
ト
ソ
シ
ラ
ル
ヽ
ハ
何
タ
ル
悪
意
楽
ソ
ヤ

一
ミ
タ
リ
ニ
邪
義
ト
ハ
申
シ
マ
セ
ヌ
、
文
ニ
当
テ
ハ
評
破
セ
ネ
ハ

ナ
リ
マ
セ
ヌ

一
然
ラ
ハ
其
許
ハ
イ
ヨ
〳
〵
文
ニ
当
ラ
ネ
ハ
、
其
余
テ
ハ
ソ
シ
リ

ハ
セ
ラ
レ
ヌ
カ

一
ナ
ル
ホ
ト
文
ニ
当
ラ
ネ
ハ
破
シ
ハ
仕
ラ
ヌ

一
然
ラ
ハ
問
ヘ
シ
、
其
許
著
述
ノ
本
尊
義
ニ
、
近
代
当
流
ノ
学
者

他
宗
ノ
円
融
即
具
ノ
談
ヲ
羨
ミ
、
解
第
一
義
ヲ
以
テ
如
実
修
行

相
応
ト
称
シ
、
是
ヲ
以
テ
安
心
ノ
極
意
ト
思
ヒ
、
或
ハ
浄
穢
不

二
因
果
不
二
ヲ
談
シ
、
正
定
・
滅
度
一
益
ノ
義
ヲ
以
テ
宗
極
ト

ス
、
近
ク
ハ
中
興
ノ
高
判
ニ
違
シ
、
遠
ク
ハ
指
方
立
相
ノ
宗
致

ニ
ソ
ム
ケ
リ
文

ト
カ
ヽ
レ
タ
ル
近
代
当
流
ノ
学
者
ト
ハ
、
法
霖

師
ヲ
指
ニ
非
ス
ヤ

一
本
尊
義
ニ
霖
師
ノ
コ
ト
ヲ
指
テ
ハ
申
マ
セ
ヌ

一
然
ラ
ハ
近
代
当
流
ノ
学
者
ト
ハ
誰
ヲ
指
ス
ヤ

一
長
門
ノ
円
空
カ
タ
ク
ヒ
ヲ
指
マ
ス
ル

一
円
空
如
キ
禅
門
同
事
ノ
者
モ
学
者
ト
云
モ
ノ
カ

一
末
座
ヨ
リ
弟
子
救
テ
云
、
タ
ト
ヒ
愚
テ
モ
書
籍
ヲ
ト
リ
ア
ツ
カ

ヒ
マ
ス
レ
ハ
、
私
共
カ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
モ
学
者
ト
申
マ
ス

一
是
ハ
可
笑
キ
コ
ト
、
智
暹
子
ヘ
御
尋
ネ
申
ス
ヘ
シ
、
本
尊
義
ニ

当
流
ノ
学
者
ト
指
ハ
円
空
カ
コ
ト
ニ
テ
、
霖
師
ノ
コ
ト
ニ
ハ
ア

ラ
ス
ト
ナ
ラ
ハ
、
拙
僧
天
倪
ヨ
リ
贈
リ
タ
ル
三
問
ニ
答
ヘ
ラ
ル

ヽ
其
許
ノ
答
釈
ニ
、
惣
テ
当
時
麁
浅
ノ
学
者
種
種
ノ
妄
解
ヲ
ナ

ス
モ
ノ
ヲ
指
斥
ス
、
敢
テ
人
ヲ
指
テ
云
ニ
ハ
非
ス
、
然
リ
ト
イ

ヘ
ト
モ
蹄
涔
・
窺
班
等
ノ
諸
書
ニ
於
テ
容
易
ニ
窺
ヒ
難
キ
ニ
ヨ

リ
テ
也
ト
云
テ
、
霖
師
ノ
諸
文
ヲ
引
テ
達
解
ヲ
要
ト
ス
ル
ニ
似

タ
リ
等
ト
云
モ
ノ
、
霖
師
ヲ
指
ス
ニ
ア
ラ
ス
ヤ

一
不
審
ナ
ル
コ
ト
ハ
許
シ
マ
セ
ネ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
然
ラ
ハ
一
々

霖
師
ノ
文
疑
シ
キ
ヲ
挙
テ
御
尋
マ
フ
サ
フ
カ

一
一
々
キ
ク
ニ
及
ハ
ヌ
、
イ
ヨ
〳
〵
霖
師
ハ
邪
義
ト
定
メ
ラ
ル
ヽ

コ
コ
ロ
歟

一
正
義
ト
存
シ
マ
セ
ネ
ハ
正
義
ノ
ウ
ラ
ハ
何
テ
コ
サ
リ
マ
ス
、
邪

義
テ
ハ
コ
サ
リ
マ
セ
ヌ
カ
、
門
弟
云
、
邪
正
相
対
テ
コ
サ
リ
マ

ス
一
ソ
レ
ナ
ラ
イ
ヨ
〳
〵
霖
師
ハ
邪
義
シ
ヤ
ノ

一
邪
正
相
対
ナ
レ
ハ
シ
レ
タ
コ
ト
、
涅
槃
経
ニ
モ
迦
葉
菩
薩
ノ
今

始
得
二

正
見
一

、
従
此
已
前
是
邪
見
人
ト
仰
セ
ラ
レ
シ
モ
同
シ

コ
ト
、
正
義
ニ
非
サ
レ
ハ
邪
義
ナ
リ

一
成
程
モ
ハ
ヤ
キ
コ
ヘ
マ
シ
タ
、
然
ラ
ハ
其
許
ハ
イ
ツ
マ
テ
モ
正

定
ハ
穢
土
ノ
益
、
滅
度
ハ
浄
土
ノ
益
ト
云
ヨ
リ
外
ハ
、
法
体
ノ

徳
テ
モ
正
定
ト
滅
度
ト
ハ
永
ク
別
ニ
シ
テ
、
浄
土
ニ
正
定
聚
ア

リ
ト
云
モ
ノ
モ
邪
義
ト
思
ハ
ル
ヽ
ヤ

一
法
体
ノ
徳
テ
モ
正
定
・
滅
度
一
益
ト
ハ
存
シ
マ
セ
ヌ
、
又
浄
土

ニ
正
定
聚
ア
リ
ト
立
ル
ハ
邪
義
ト
申
テ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
ソ
レ

ハ
諸
師
ノ
義
ニ
シ
テ
、
聖
人
ノ
御
己
証
テ
ハ
コ
サ
リ
マ
セ
ヌ

一
然
ラ
ハ
問
ヘ
シ
、
其
許
著
述
ノ
流
情
記
上
三右

云
、
入
ハ

謂
入
真
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証
果
乃

至

真
実
証
裁
シ
テ

為
レ

二
、
初
ニ
現
生
益
即
入
正
定
聚
也
、

次
ニ

当
生
益
即
必
至
滅
度
也
文

、
コ
ノ
文
正
定
聚
ヲ
証
果
ト
セ

ラ
ル
ヽ
ハ
何
ナ
ル
コ
ト
ソ
ヤ

一
正
定
聚
ハ
証
ノ
科
ニ
属
セ
ス
シ
テ
何
レ
ソ
ヤ
、
教
行
信
証
ノ
四

法
ニ
分
ツ
ト
キ
第
十
一
願
ハ
証
ノ
巻
ニ
引
セ
ラ
ル
レ
ハ
、
正
定

聚
ハ
証
ニ
属
セ
ス
シ
テ
何
レ
ソ
ヤ
、
其
許
様
方
ハ
正
定
聚
ハ
四

法
ノ
中
ニ
テ
ハ
何
ニ
摂
ス
ト
思
召
ヤ

一
現
生
ノ
正
定
聚
ハ
信
ノ
位
ナ
リ
、
其
許
ハ
正
定
聚
ヲ
証
果
ト
云

ハ
ル
ヽ
ハ
イ
カ
ン

一
証
ノ
科
テ
科
文
ノ
科
テ
コ
サ
リ
マ
ス

一
入
真
証
果
ノ
下
ニ
テ
証
ヲ
裁
シ
テ
二
ト
ス
ト
ア
レ
ハ
科
文
ノ
科

ニ
ハ
非
ス
、
因
果
ノ
果
ナ
リ
、
証
果
ノ
果
ノ
字
ハ
何
ト
ミ
ラ
レ

タ
ル
ヤ

一
成
程
因
果
ノ
果
テ
コ
サ
リ
マ
ス
、
コ
レ
ニ
現
果
・
当
果
ノ
二
カ

分
レ
テ
、
正
定
ハ
現
果
、
滅
度
ハ
当
果
ナ
リ
、
所
謂
ル
阿
闍
世

（
遍
カ
）

王
ノ
偏
体
生
瘡
ハ
華
報
、
当
来
堕
獄
ハ
果
報
ト
云
カ
コ
ト
シ

一
去
ナ
カ
ラ
入
真
証
果
ト
云
カ
ラ
ハ
、
現
果
ノ
コ
ト
ヽ
ハ
云
ハ
レ

シ
一
然
ラ
ハ
其
許
ノ
著
述
ナ
サ
レ
タ
ル
提
釈
ニ
モ
、
信
心
歓
喜
者
現

証
二

不
退
転
一

ト
書
セ
ラ
レ
タ
証
ノ
字
ハ
何
ト
御
解
シ
ナ
サ
ル

ヽ
ソ

一
智
洞
云
、
継
成
子
ノ
書
セ
ラ
レ
タ
ハ
ヒ
ソ
カ
ニ
往
生
ヲ
証
得
ス

ル
ト
云
コ
ト
、
直
ニ
証
果
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ
其
許
ノ
文
ハ
聞
ヘ
マ

セ
ヌ

一
祖
尺
ニ
正
定
聚
ヲ
果
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
文
証
カ
ア
ラ
ハ
出
サ
レ

ヨ
、
正
定
聚
ヲ
果
ト
云
テ
ハ
聖
道
門
ニ
濫
ス
ル
処
ア
リ
、
故
ニ

鎮
西
・
西
山
ニ
モ
セ
ヨ
、
ス
ヘ
テ
浄
土
門
テ
ハ
現
世
ノ
正
定
ヲ

果
ト
定
ル
コ
ト
ナ
シ

一
私
カ
証
果
ト
云
果
ノ
字
ハ
益
ト
云
ト
同
シ
意
ナ
リ

一
然
ラ
ハ
果
ト
益
ト
ハ
同
シ
コ
ト
カ

一
ナ
ル
ホ
ト
左
ヤ
ウ
テ
コ
ザ
ル

一
コ
レ
ハ
メ
ツ
ラ
シ
キ
コ
ト
、
然
ラ
ハ
冥
衆
護
持
ノ
益
・
至
徳
具

足
ノ
益
等
モ
冥
衆
護
持
ノ
果
ト
云
コ
ト
カ
、
一
笑
々
々

一
五
念
ノ
因
・
五
門
ノ
果
ト
云
ト
キ
ハ
正
定
聚
モ
果
テ
コ
サ
リ
マ

ス
一
ソ
レ
〳
〵
ソ
レ
カ
入
用
ナ
コ
ト
、
五
門
ノ
果
ト
ハ
往
生
已
後
ニ

立
ル
ユ
ヘ
ニ
果
ト
名
ク
ヘ
ケ
レ
ト
、
正
定
聚
ハ
現
益
ナ
ル
ヲ
果

ト
ハ
マ
フ
サ
レ
ヌ
、
故
ニ
祖
師
モ
正
定
聚
ヲ
果
ト
オ
ヽ
セ
ラ
レ

（
ナ
脱
カ
）

タ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
果
ハ
当
来
テ
ケ
レ
ハ
ア
ラ
ハ
レ
ヌ
ユ
ヘ
ニ
正

定
ハ
密
益
ト
云
モ
ノ

一
密
益
ト
云
ハ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ

一
密
益
ト
云
文
証
ヲ
出
シ
テ
見
セ
ウ
カ

一
随
円
云
、
イ
ヤ
文
証
ミ
ル
ニ
及
ヒ
マ
セ
ヌ

一
タ
ト
ヒ
不
退
ノ
益
ヲ
ウ
ル
ト
云
モ
今
生
テ
ハ
皆
密
益
ナ
リ
、
必

定
ニ
入
ト
云
モ
其
益
ノ
顕
現
ス
ル
ハ
当
来
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
若
信

心
ノ
行
者
ハ
不
退
位
ノ
果
相
カ
今
生
テ
顕
現
ス
ル
ト
ナ
ラ
ハ
、

今
日
互
ニ
此
ノ
論
モ
ナ
キ
ハ
ツ
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
不
退
ノ
菩
薩
カ

何
ノ
此
ヤ
ウ
ナ
ル
諍
ト
云
コ
ト
ア
ラ
ン
ヤ

一
随
円
云
、
是
ハ
真
浄
寺
言
端
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ
、
密
益
ナ
シ
ト

申
コ
ト
ニ
テ
コ
レ
ナ
ク
候
、
暹
云
、
又
霖
師
ノ
書
聖
浄
決
ニ
、
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宅
門
已
下
ハ
明
二

彼
土
益
一

、
亦
近
論
レ

之
横
ニ

具
ニ

在
二

一
心
帰

ニ

命
中
一

、
願
作
仏
心
即
入
ノ

四
門
、
度
衆
生
心
ハ

出
第
五
門
也
、

テ

ニ

又
五
門
俱
ニ

為
二

彼
土
益
一

、
皆
在
二

還
相
中
一

摂
ス

、
果
後
方
便

故
ト
、
コ
ノ
文
ノ
意
宅
門
已
下
ヲ
一
心
帰
命
ニ
摂
シ
テ
現
生
ニ

五
果
ヲ
ウ
ル
ト
立
ル
カ
霖
師
ノ
説
ト
見
ユ
、
果
後
ノ
方
便
ト
云

果
ノ
字
ハ
イ
カ
ヽ
解
ス
ル
コ
ト
ソ
ヤ

一
ソ
レ
ハ
ミ
ナ
〳
〵
ワ
ケ
ノ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
、
先
今
其
許
ニ
問
ン
、

必
至
無
上
浄
信
暁
、
三
有
生
死
之
雲
晴
、
清
浄
無
碍
光
耀
朗
、

一
如
法
界
真
身
顕
ト
云
文
ハ
何
ト
コ
ヽ
ロ
ヘ
ラ
ル
ヽ
ヤ

一
随
円
云
、
先
剋
ヨ
リ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
趣
、
真
要
抄
ニ
暁
ノ
字
ノ
御

尺
ヲ
以
テ
御
尋
ネ
ナ
サ
ル
ヽ
カ
、
又
別
義
ヲ
御
尋
ネ
ナ
サ
ル
ヽ

カ
一
何
ニ
モ
セ
ヨ
必
至
無
上
等
ノ
偈
文
ヲ
其
許
ノ
コ
ヽ
ロ
ヘ
ヲ
以
テ

解
セ
ラ
ル
ヘ
シ

一
暁
ト
云
ハ
信
心
ヲ
得
テ
疑
ノ
ハ
レ
タ
ル
処
ヲ
喩
ル
ナ
リ
、
又
次

ノ
句
ヘ
カ
ケ
テ
ミ
レ
ハ
将
ニ
命
終
セ
ン
ト
ス
ル
キ
ハ
ヲ
暁
ト

云
、
一
如
法
界
真
身
顕
ト
ハ
正
ク
彼
土
ニ
生
シ
畢
テ
顕
現
ス
ル

彼
土
ノ
益
ナ
リ

一
然
ラ
ハ
一
如
宝
海
真
身
顕
ハ
決
シ
テ
彼
土
ノ
益
ニ
シ
テ
微
塵
モ

（
密
カ
）

此
方
ヘ
ハ
通
セ
ス
、
法
体
ノ
妙
益
テ
モ
蜜
ニ
モ
通
セ
ヌ
ト
云
コ

ト
カ

一
ナ
ル
ホ
ト
密
ニ
モ
現
益
ニ
ハ
通
シ
マ
セ
ヌ

一
然
ラ
ハ
真
要
抄
法
要
十
一
ノ

二
十
六
丁

ニ
云
、
三
有
生
死
ノ
雲
ハ
ル
ト
云
ハ
三

界
流
転
ノ
業
用
ヨ
コ
サ
マ
ニ
タ
ヘ
ヌ
ト
云
ナ
リ
、
一
如
法
界
ノ

真
身
顕
ハ
ル
ト
云
ハ
寂
滅
無
為
ノ
一
理
ヲ
密
ニ
証
ス
ト
ナ
リ
、

然
レ
ト
モ
煩
悩
ニ
オ
ヽ
ハ
レ
業
縛
ニ
サ
ヘ
ラ
レ
テ
未
タ
其
理
ヲ

顕
サ
ス
、
然
ル
ニ
此
一
生
ヲ
捨
ル
ト
キ
此
コ
ト
ハ
リ
顕
ハ
ル
ヽ

処
ヲ
サ
シ
テ
、
和
尚
ハ
コ
ノ
穢
身
ヲ
ス
テ
ヽ
カ
ノ
法
性
ノ
常
楽

ヲ
証
ス
ト
尺
シ
玉
ヘ
ル
ナ
リ
云

云

、
コ
ノ
文
ハ
イ
カ
ン

一
真
要
抄
ハ
祖
師
ノ
御
己
証
ニ
ア
ハ
ヌ
処
ア
レ
ハ
、
取
捨
カ
コ
サ

ル
一
イ
ヤ
コ
レ
ハ
何
ト
云
コ
ト
、
真
要
抄
モ
邪
義
カ

一
邪
義
ト
ハ
申
サ
レ
ネ
ト
モ
祖
師
ノ
御
己
証
ニ
合
ハ
ヌ
処
ハ
取
レ

ス
、
ス
ヘ
テ
存
覚
上
人
ノ
御
釈
ニ
ハ
取
捨
ス
ル
コ
ト
多
シ
、
故

ニ
蓮
如
上
人
御
一
代
聞
書
法
要
二
十
二

十
三
紙

云
、
前
々
住
上
人
南
殿
ニ

テ
存
覚
御
作
文
ノ
聖
教
チ
ト
不
審
ナ
ル
処
ノ
候
ヲ
イ
カ
ヽ
ト

テ
、
兼
縁
前
々
住
上
人
ヘ
御
目
ニ
カ
ケ
ラ
レ
候
ヘ
ハ
、
仰
ラ
レ

候
、
名
人
ノ
セ
ラ
レ
候
物
ヲ
ハ
其
儘
ニ
テ
置
コ
ト
也
、
是
カ
名

誉
ナ
リ
ト
仰
セ
ラ
レ
候
也
文

ト
ア
レ
ハ
、
存
覚
師
ノ
説
ハ
用
ヒ

ラ
レ
ヌ
処
ア
リ
、
御
開
山
・
善
知
識
ノ
説
ニ
違
フ
ト
コ
ロ
ハ
不

正
義
ト
存
シ
マ
ス
ル

一
然
レ
ハ
真
要
抄
ノ
説
ヲ
モ
不
正
義
ト
ス
ル
ヤ

一
ナ
ル
ホ
ト
左
様
、
別
ニ
祖
判
ノ
文
証
ア
ラ
ハ
御
出
シ
ナ
サ
レ
マ

セ
一
存
覚
師
ヲ
評
ス
ル
ハ
文
義
ノ
上
ノ
コ
ト
ナ
リ
ヤ
、
但
シ
安
心
モ

相
違
カ
ア
ル
ト
云
コ
ト
カ

一
ナ
ル
ホ
ト
安
心
ニ
モ
相
違
カ
コ
サ
リ
マ
ス

一
此
一
言
ヲ
聞
テ
各
々
驚
ク

一
尓
時
着
座
内
陳
衆
ノ
中
ヨ
リ
光
隆
寺
教
乗
座
ヨ
リ
起
テ
進
テ
、

坊
官
老
中
ノ
前
ニ
至
テ
言
ク
、
今
日
論
ノ
趣
キ
ワ
カ
レ
候
ヘ
ハ
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論
ハ
ヤ
メ
サ
セ
ラ
レ
然
ル
ヘ
ク
存
候

一
坊
官
衆
仰
セ
ラ
レ
出
サ
ル
ヽ
ハ
、
今
日
ノ
論
ハ
ス
テ
ニ
分
レ
タ

レ
ハ
退
参
セ
ヨ

一
随
円
云
、
論
ハ
半
ハ
ナ
レ
ト
モ
今
日
ハ
ヤ
メ
ヨ
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ

義
カ

一
イ
ヤ
ク
ル
シ
フ
ナ
イ
退
参
セ
ヨ

于
時
明
和
四
年
丁
亥
五
月
廿
三
日
自
未
刻
至
申
剋

学
林
所
化
論
者
功
存

同

継
成

同

天
倪

同

智
洞

同

恵
舶

知
事

覚
厳

学
職
侍
者

教
流

同

北
天

筆
記
者

徳
厳

同

仰
誓

已
上
十
人

播
州
真
浄
寺

智
暹

門
人

随
円

同

智
幢

同

泰
乗

外
ニ
五
人

已
上
九
人

《
編
集
後
記
》

本
号
で
は
、
安
部
弘
得
氏
に
明
和
の
法
論
を
め
ぐ
る
史
料
群
の

整
理
お
よ
び
史
料
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
和
の
法
論

は
、
承
応
の
鬩
牆
・
三
業
惑
乱
と
と
も
に
近
世
本
願
寺
に
お
け
る

三
大
法
論
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
重
要
な

研
究
成
果
も
発
表
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
あ
ま
り
積
極
的
に
論

じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
課
題
で
あ
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

安
部
氏
は
、
法
論
の
テ
ー
マ
・
事
実
関
係
を
確
認
す
る
た
め
の

基
礎
史
料
の
扱
い
が
、
従
来
か
な
り
の
偏
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
、
い
ま
一
度
、
議
論
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
引
き
直
す

べ
く
、
新
た
な
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
史
料
を

他
の
関
係
史
料
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
様
々
な
発
見
が
あ
り
得
る

で
し
ょ
う
。
今
後
の
研
究
の
展
開
に
、
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
本
願
寺
史
料
研
究
所
公
開
講
座
で
は
、
「
立
教
開
宗

八
〇
〇
年
の
歴
史
的
意
義
―
混
と
ん
と
す
る
現
代
と
自
己
を
問
う

―
」
（
赤
松
徹
眞
所
長
）
、
「
関
東
大
震
災
と
築
地
本
願
寺
―
震
災

か
ら
復
興
へ
―
」
（
辻
岡
健
志
氏
・
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内

公
文
書
館
研
究
員
）
を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
感
染
症

問
題
の
関
係
か
ら
、
報
恩
講
の
期
間
に
限
定
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
は
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年

慶
讃
法
要
で
す
。
浄
土
真
宗
に
と
っ
て
大
切
な
一
年
と
な
り
ま
す
。


